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担当課補助率及び補助金補　助　対　象事業名  及び   受付期間 

建設課

� 784 ー

4852

20％
(限度額10万円)

過去に補助金
の交付を受け
たもの・住宅
は、交付でき
ないか、限度
額との差額に
なります

町内に所在する個人所有の住
宅及び併用住宅のリフォーム
工事を行うもの

　湯沢町住宅
　　リフォーム支援事業
　（4月1日～12月28日）

20％
(限度額10万円)

町内に所在する事業用施設の
リフォーム工事を行うもの

　湯沢町事業用施設
　　リフォーム支援事業
　（4月1日～12月28日）

13.2％、17.6％
(形式により限度額
33万円、44万円)

克雪住宅（融雪式・耐雪式・
落雪式）を新築・増築または
改良するもの

　湯沢町克雪
　　すまいづくり支援事業
　（4月1日～10月30日）

6～ 8万円
昭和 56 年 5月 31 日以前の
基準で建築された木造建築物
の耐震診断を行うもの

　湯沢町木造住宅
　　　耐震診断支援事業
　（4月1日～10月30日）

限度額65万円
上記の診断を行ったもので、
結果耐震改修の必要があり、
その改修を行うもの。

　湯沢町木造住宅
　　　耐震改修支援事業
　（4月1日～10月30日）

福祉介護課

� 784 ー

4560

50％～ 100％
( 補助基準額上限
50万円。ただし
介護保険対象者
は 30万円 )

対象者（介護保険の要介護・要支援の判定を
受けているか、身体障害者手帳 1・2級、療育
手帳 Aのいずれかを所持している方）または
その親族が所有し、かつ対象者が居住する　
既存の住宅について、バリアフリー等の工事
を行うもの

　高齢者・障がい者向け
　　　　　住宅整備事業
　（通年）

限度額 18万円
要介護者等が自宅に手すりを取付ける等の　
住宅改修を行うもの

　介護保険における
　　　　　住宅改修事業
　（通年）
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町では、皆さんの住宅環境の向上を目的に、予算の範囲内におい

て補助を行います。詳細につきましては、各担当課へお問い合わせ
ください。また、町のホームページからもご覧いただけます。
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町
で
は
、お
子
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
で
保
育

園
や
小
学
校
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
、保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
都
合
で
、家
庭
で

の
保
育
や
看
護
が
難
し
い
場
合
に
、お
子
さ
ん

を
専
用
施
設
で
お
預
か
り
す
る
病
児
・
病
後
児

保
育
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

事
業
開
始

　

４
月
６
日�
か
ら

場　

所

　

湯
沢
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
F

　

病
児
・
病
後
児
保
育
室「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」

　

※
町
立
病
院
の
ス
タ
ッ
フ（
保
育
士
、看
護

　

師
）が
専
用
保
育
室
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か

　

り
し
ま
す
。

対
象
児
童

　

湯
沢
町
に
住
所
が
あ
る
か
、保
護
者
が
湯
沢

町
に
勤
務
す
る
児
童
で
、保
護
者
の
就
労
等
の

都
合
に
よ
り
家
庭
で
の
保
育
等
が
困
難
な
、生

後
６
ヶ
月
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童

が
対
象
で
す
。

定　

員

　

１
日
３
名
ま
で

実
施
日

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

３０

　
（
祝
日
お
よ
び　

月　

日
〜
１
月
３
日
は　

１２

２９

　

お
休
み
で
す
）

利
用
料
金

　

１
人　

１
回
２，
０
０
０
円　

　

前
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
半
額
、

　

生
活
保
護
世
帯
は
無
料

　

た
だ
し
町
外
の
方
は
一
律
２，
０
０
０
円

登
録　

　

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
を
利
用
す
る
た
め

に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。利
用
を
希
望

さ
れ
る
方
は
登
録
申
込
書
を
役
場
教
育
課
か

各
町
立
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
登

録
は
無
料
で
す
。）登
録
申
込
用
紙
は
、町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

ほ
か
、湯
沢
町
役
場
教
育
課
、各
町
立
保
育
園
、

湯
沢
町
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。（
既
に
保
育
園
と
小
学
校
か
ら
は

各
戸
に
配
布
を
し
て
い
ま
す
。）

利
用
方
法　

　

お
子
さ
ん
を
預
け
る
際
は
、か
か
り
つ
け
医

を
受
診
し
た
う
え
、事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
登
録
申
込
の
際
に
お
配
り
す
る
利

用
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

３
月　

日
ま
で
は
、

３１

　
　
　

教
育
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　
�
７
８
４
・
２
２
１
１

　
　

４
月
１
日
か
ら
は
、

　
　
　

子
育
て
教
育
部
子
育
て
支
援
課

　
　
　
�
７
８
８
・
０
２
９
２

〇
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
農
地
法
に
基
づ

２７

　

く
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
４
条
申
請
と
５

　

条
申
請（
転
用
許
可
）は
、新
潟
県
か
ら
の
権

　

限
移
譲
に
よ
り
許
可
権
限
者
が
新
潟
県
知

　

事
か
ら
湯
沢
町
農
業
委
員
会
会
長
に
代
わ

　

り
ま
す
。

　

審
査
期
間
を
確
保
す
る
た
め
申
請
書
受
付

　

締
切
日
を
毎
月　

日
と
し
、　

日
が
休
日　

１０

１０

　
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
）の
場
合
は
翌
日
と
い

　

た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
平
成　

年
の
農
地
法
改
正
に
よ
り
、農
業
委

２６

　

員
会
が
保
有
す
る
農
地
台
帳
の
内
容
が
平

　

成　

年
４
月
１
日
か
ら
地
番
・
地
目
・
面
積

２７

　

な
ど
一
部
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
窓
口
で
閲

　

覧
で
き
ま
す
。

　
�
公
開
シ
ス
テ
ム「
全
国
農
地
ナ
ビ
」

　

ア
ド
レ
ス
…http://w

w
w
.alis-ac.jp

        
 
 
           /  　

　

ま
た
、窓
口
で
の
閲
覧
は「
湯
沢
町
役
場
環

境
農
林
課
」で
休
日
以
外
行
い
ま
す
。な
お
、今

後
農
地
台
帳
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
農

家
の
皆
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
お
願
い
す

る
と
き
は
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問　

湯
沢
町
農
業
委
員
会

　
　
�
７
８
４
・
４
８
５
０

　
　
�
７
８
８
・
０
２
９
１（
４
月
１
日
よ
り
）

受
験
資
格

①
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月

６０

　

１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で

　

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成　

年
３
月

２８

　

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
、　

　

ま
た
は
人
事
院
が
大
学
卒
業
と
同
等
の
資

　

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

試
験
の
程
度

　

大
学
卒
業
程
度

試
験
日

　

第
１
次
試
験
…
平
成　

年
６
月
７
日�

２７

　

第
２
次
試
験
…
平
成　

年
７
月　

日
か
ら

２７

１４

　
　
　
　
　
　
　

７
月　

日
の
指
定
す
る
日

２２

試
験
地

　

新
潟
市
、高
崎
市
ほ
か

申
込
方
法
等

　

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

〇
受
付
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日�
　

午
前
９
時
〜

２７

　
　
　
　
　

４
月　

日�
 
【
受
信
有
効
】

１３

〇
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
入
力

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外
の
申
し
込
み
方
法

等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

小
千
谷
税
務
署　

　
�
０
２
５
８
・
８
３
・
２
０
９
０

　

病
児
・
病
後
保
育
事
業

　

を
開
始
し
ま
す

�

� �

�

町町かからら

情報ボックス�������	��� ��� ����������� 	��

　

農
地
転
用
申
請
と
農
地

　

台
帳
の
公
表
に
つ
い
て

�

� �

�

町町かからら

　

平
成　

年
度

２７

　

国
税
専
門
官
採
用
試
験

�

� �

�

国国かからら

　

http:/

      /  w
w
w
.jinji

 
 
 
      -  

shiken.go.jp/juken.htm

                      

l  
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日：日時・期間　　場：会場　　内：内容　　対：対象・定員　　費：参加費・入場料　　持：持ち物　　申：申し込み　　問：問い合わせ

　

�
月�
日�
〜�
日�
　

��

��

　

午
前
8
時　

分
〜
午
後
5
時

30

役
場
・
公
民
館
の
正
面
玄
関
で
行
い
ま
す
。

　
①
水
、天
か
す
等
の
異
物
は
取
り
除
い
て　
　

　

く
だ
さ
い
。

②
必
ず
油
の
入
っ
て
い
た
容
器
に
入
れ
て　

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
缶
入
り
製
品
の
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
可
）

③
容
器
の
フ
タ
は
し
っ
か
り
締
め
て　
　
　

　

く
だ
さ
い
。

④
設
置
さ
れ
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、

　

容
器
を
立
て
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
用
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
油
が
対
象
で
す
。

※
賞
味
期
限
の
切
れ
た
油
も
回
収
し
ま
す
。

問　

町
民
課　

町
民
生
活
班　

　
　
�
７
８
４
・
３
４
５
３

�������	������

�������	�
���

2 月は

　���リットル回収！
　（前年比  ＋���リットル）

4月～ 2月の累計

　�����リットル
　（前年比  ＋���リットル）

　

４
月
の
使
用
済
み

　

天
ぷ
ら
油
の
回
収
は

�

� �

�

町町かからら

　

湯
沢
町
は
毎
年
、
姉
妹
都
市
マ
グ
ナ
と
互
い
に
学
生
等
の
派

遣
・
受
け
入
れ
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
派

遣
事
業
に
参
加
し
た
生
徒
の
家
庭
を
受
け
入
れ
先
と
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
受
け
入
れ
予
定
の
人
数
が
前
年
の

派
遣
生
徒
数
を
上
回
る
場
合
に
は
、
前
年
の
派
遣
生
徒
以
外
の

家
庭
で
の
受
け
入
れ
の
ご
協
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

国
際
交
流
事
業
の
継
続
や
発
展
に
あ
た
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
し
て
姉
妹
都
市
マ
グ
ナ
学
生
等
の
受
け
入
れ
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ご
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

受
け
入
れ
内
容
・
条
件
等

�

受
け
入
れ
対
象
者

　

姉
妹
都
市
マ
グ
ナ
の
学
生
（
中
学
生
〜
高
校
生
く
ら
い
）

　

も
し
く
は
引
率
者

�

期
間
・
時
期

　
　

日
間
程
度
、
例
年
７
月
上
旬
頃

１０

�

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
願
い
す
る
こ
と

　

平
日
の
湯
沢
学
園
ま
で
の
送
迎（
送
り
:
８
時
頃
、迎
え
:　
１７

　

時
頃
）と　

時
の
迎
え
以
後
の
時
間
帯
及
び
週
末
、祝
日
を
食

１７

　

事
の
提
供
も
含
め
て
、家
族
の
一
員
と
し
て
、と
も
に
過
ご
し

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

そ
の
他

　

湯
沢
町
内
に
在
住
で
、滞
在
期
間
中
、派
遣
学
生
も
し
く
は　

　

引
率
者
に
一
部
屋
提
供
で
き
る
ご
家
庭

　

姉
妹
都
市
マ
グ
ナ
と
の
交
流
事
業
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

登
録
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
　

申
・
問　

企
画
政
策
室　
�
７
８
４
・
３
４
５
４

　家族のようになかよくなっ
た。ホームステイによる受け
入れを行ってから、海外に興
味をもつようになりました。

海外の異文化に触れてみましょう！

　英語での会話ができるか不

安だったけど、日が経つごと

になんとなく会話ができるよ

うになりました。

英語が苦手でも大丈夫！

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
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新
潟
県
共
同
募
金
会
湯
沢
町
共
同
募
金
委

員
会
で
は
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
の
配
分
を
財
源
と
し
、上
記
の
年

度
に
行
う
地
域
福
祉
活
動
事
業
や
歳
末
に
行

う
地
域
活
動
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
福
祉
団
体
、町
内
会

等
で
希
望
さ
れ
る
団
体
は
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
団
体

　

湯
沢
町
内
で
社
会
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い

る
社
会
福
祉
法
人
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

福
祉
団
体
、地
域
団
体
、町
内
会
等

対
象
経
費

　

地
域
福
祉
を
目
的
と
し
た
福
祉
団
体
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
活
動
費

　

町
内
会
等
が
行
う
小
地
域
で
の
福
祉
推
進

の
た
め
の
活
動
費

助
成
交
付

　
�
赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成

　

・・・
平
成　

年
５
月
頃

２８

　
�
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
助
成

　

・・・
平
成　

年　

月
頃

２７

１２

申
請
方
法
・
提
出
期
日

　

申
請
書
を
記
入
の
う
え
、５
月
８
日�
ま
で

提
出
下
さ
い
。

申
・
問　

新
潟
県
共
同
募
金
会
湯
沢
町
共
同

　
　
　
　

募
金
委
員
会（
湯
沢
町
社
協
内
）

　
　
　
　
�
７
８
４
・
４
１
１
１

新
潟
県
弁
護
士
会
か
ら
弁
護
士
が
派
遣
さ

れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
法
律
相
談
を
、
年

３
回
、
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。
平
成　

年
度

２７

第
１
回
目
は
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
相
談
は
予
約
制
で
、
相
談
時
間
は　

１
人　

分
程
度
で
す
（
定
員
６
名
）。

３０
受
付
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　

４
月　

日�
１７

　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

場　

湯
沢
町
役
場　

２
階　

応
接
室

申
・
問　

総
務
課　

庶
務
班

　
　
　
�
７
８
４
・
３
４
５
１

　

湯
沢
町
大
字
三
俣
地
区
の
一
部
が
、２
月　
２４

日
付
け
で
土
砂
災
害
警
戒
区
域
・
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
と
し
て
新
潟
県
よ
り
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
指
定
は
、
平
成　

年
４
月
１
日

１３

に
施
行
さ
れ
た
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、

新
潟
県
が
基
礎
調
査
を
行
い
、そ
の
調
査
結
果

を
も
と
に
指
定
さ
れ
ま
す
。

　

三
俣
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成　

年
度

２２

に
基
礎
調
査
を
実
施
し
、平
成　

年　

月
に
地

２６

１０

元
説
明
会
を
行
い
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
指
定
が
さ
れ
ま
す
と
、土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
内
に
つ
い
て
は

特
定
開
発
行
為
の
制
限
が
か
か
っ
た
り
、建
物

を
新
築
や
増
築
す
る
場
合
は
、建
築
確
認
申
請

の
対
象
と
な
り
、土
砂
等
に
よ
る
衝
撃
に
対
し

て
安
全
な
構
造
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、土
砂
災
害
警
戒
区
域（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）

内
に
つ
い
て
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
、
当

該
宅
地
又
は
建
物
の
売
買
等
に
あ
た
り
土
砂

災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旨
を
説

明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
が
さ
れ
た

三
俣
地
区
の
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
土

砂
災
害
防
災
情
報
地
図
）
を
作
成
し
、
世
帯
ご

と
に
お
配
り
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
箇
所
の
告
示
図
面

に
つ
き
ま
し
て
は
、左
記
で
縦
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

問　

総
務
課　

防
災
管
財
班

　
　
�
７
８
４
・
３
４
５
１

　

新
潟
県
弁
護
士
会
に

　

よ
る
無
料
法
律
相
談
会

�

� �

�

町町かからら　

三
俣
地
区
の
一
部
が

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

�

� �

�

町町かからら

男性…… ２８歳以上の湯沢町、南魚沼市、十日町市、津南町、魚沼市　
　　　　 在住者または勤務者

女性…… ２５歳以上の国内在住者
　　　　　※男女とも、４０歳までで独身の方が対象　　　　　 　　　　　
　　　　　※男性は、当日ネクタイ着用

日　時　�月�日 �　受付�午前１０時４５分
　　　　   　　　　　　　パーティー�午前１１時～午後３時３０分頃

会　場　ＮＡＳＰＡニューオータニ（湯沢町）

募集人数　男女各３０人（多数の場合は抽選）

申込締切　５月７日�まで

　　　　　�申込書は雪国魚沼ロータリークラブ事務局にあります。　　　
　　　　　　必要事項を明記し、下記へ持参、ＦＡＸ、郵送等でお申し込み　
　　　　　　ください。

参加費　男性４,０００円　女性２,０００円　※軽食ランチバイキング付

  申・問　雪国魚沼ロータリークラブ事務局（塩沢商工会内）
　　　   �７８２－１６５３　�７８２－４０４４

�ＦＭゆきぐにでは、詳しい内容を平日午前７時４０分過ぎから放送中です

----------------------------------------- 素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす-素敵な出会いを応援します------------------------------------------

222222222222222222222222222222222222222220000000000000000000000000000000000000000011111111111111111111111111111111111111111555555555555555555555555555555555555555552015   シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンングググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者シングルズパーティー参加者募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

助
成
事
業
団
体
募
集

�

� �

�

他他団団体体
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日：日時・期間　　場：会場　　内：内容　　対：対象・定員　　費：参加費・入場料　　持：持ち物　　申：申し込み　　問：問い合わせ

職
種

　

受
付
事
務
・
施
設
管
理
業
務
な
ど

募
集
人
員

　

若
干
名

勤
務
場
所

　

湯
沢
中
央
公
園
管
理
事
務
所

期
間

　

４
月　

日
か
ら　

月
８
日
ま
で

２５

１１

　
（
週
に
３
〜
４
日
勤
務
）

勤
務
時
間

　

午
後
５
時　

分
か
ら
午
後
９
時　

分
ま
で

１５

４５

時
給

　

８
５
０
円

応
募
方
法

　

４
月　

日�
ま
で
に
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

１０

タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

面
接

　

４
月　

日�
　

午
後
１
時　

分

１３

３０

　

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
面
接
を

行
い
ま
す
。

申
・
問　

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
�
７
８
４
・
１
５
１
１

　

北
越
急
行
で
は
、ほ
く
ほ
く
線
を
愛
好
さ
れ

る
沿
線
地
域
の
皆
さ
ま
や
全
国
の
皆
さ
ま
か

ら
広
く
ご
利
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、沿
線
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
ほ
く
ほ
く
ス
マ

イ
ル
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
、
一
緒
に
沿
線
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
し
ま
す
。ほ

く
ほ
く
線
を
愛
好
さ
れ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
ご
入
会
で
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
会
費
は
、ク
ラ

ブ
の
活
動
費
や
ほ
く
ほ
く
線
の
利
用
促
進
活

動
、沿
線
の
地
域
活
性
化
活
動
等
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
典　

会
員
証
の
交
付
、
会
員
限
定 
定
期
券

　
　
　

の
提
供
、オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
提
供
、

　
　
　

沿
線
の
観
光
特
典
の
提
供
な
ど

　
　
　
　
　

会
員　

　

〇
ほ
く
ほ
く
会
員
（
中
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…�
２
,
０
０
０
円

　

〇
わ
く
わ
く
会
員（　

歳
以
上
ま
た
は
自
動

７０

　
　
　
　
　
　
　
  　

車
免
許
返
納
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…�
２
,
０
０
０
円

　

〇
に
こ
に
こ
会
員
（
小
学
生
以
下
）

　

※
ご
家
族
の「
ほ
く
ほ
く
会
員
」又
は「
わ
く

　

わ
く
会
員
」
入
会
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…�
１
,
０
０
０
円

申
・
問　

北
越
急
行
㈱  
ほ
く
ほ
く
ス
マ
イ
ル

　
　
　
  
ク
ラ
ブ
担
当
係

　
　
　
�
０
２
５
・
７
５
０
・
１
２
５
１

　

大
源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。楽
し
い
大
源
太

と
キ
ャ
ン
プ
場
を
目
指
し
て
一
緒
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。

仕
事
の
内
容

　

大
源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
案
内
、キ
ャ
ン
プ
場

受
付
業
務
と
軽
作
業

就
業
期
間
・
時
間

　

毎
年
４
月
下
旬
か
ら　

月
中
旬

１１

　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

そ
の
他
条
件

　

大
源
太
ま
で
通
え
る
方
で
、次
の
い
ず
れ
か

　

・
要
土
日
出
勤
の
フ
ル
タ
イ
ム

　

・
平
日
の
み
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム

　
　
（
ど
ち
ら
も
女
性
歓
迎
で
す
）

申
・
問　

岩
原
高
原　

辻 
伊
佐
男

　
　
　
　
�
７
８
７
・
３
７
１
０

　

湯
沢
中
央
公
園
管
理
棟

　

臨
時
職
員
募
集

�

�

他他団団体体

　

ほ
く
ほ
く
ス
マ
イ
ル　

　

ク
ラ
ブ
会
員
受
付
開
始

�

� �

�

他他団団体体

　

募
集
！
大
源
太
の
自
然

　

の
中
で
の
お
仕
事
で
す

�

�

他他団団体体

実施日夜間コース実施日昼間コース

４/６～６/５
（全３４回）第２種電気工事士学科４/６～４/８

（全３回）新入社員教育

４/９～６/１１
（全１０回）

１級電気工事施工管理技士
受験対策（学科）

５/８～６/１６
（全２３回）

介護職員初任者研修
（通学方式）

４/１０～６/１０
（全２２回）簿記３級(H２７) ５/１３～

(H２８) ３/２４～建築大工（一年次６１回）

５/１～９/２９
（全４１回）配管２級技能士５/１１～５/２５

（全７回）
パソコン入門【午前】
(ワード･エクセル･インターネット）

５/７～９/２６
（全２９回）測量実践４/１８ワード１日体験講座

 【午前】
５/１２～５/２８
（全６回）中堅社員教育４/２５エクセル１日体験講座

 【午前】
５/１２～６/９
（全９回）ワード中高年

サンティック
受講生募集

　４・５月開講コース受講生を
次のとおり募集します。
　受講料等詳細については
お問い合わせください。

問　魚沼サンティック
　　スクール
　�７７２ー４５５４　

身体障害者に対する自動車取
得税及び自動車税の減免につ
いてのパンフレット点字版

　湯沢町公民館事務室に、上記パ
ンフレット点字版と墨字本を置
いています。閲覧を希望される方
は湯沢町公民館の事務室にお声
がけください。

問　湯沢町公民館　�７８４－２４６０
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２
０
１
５
湯
沢
町
ス
キ
ー
リ
フ
ト
等

共
通
乗
車
証
を
お
持
ち
の
方
を
対
象　

　

と
し
た
リ
フ
ト
等
乗
車
券
特
別
料
金

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

　

営
業
期
間
（
予
定
）

　
　

４
月　

日
、　

日
、　

日
、　

日

１１

１２

１８

１９

　

料　

金

　
　
�
大
人
・
シ
ニ
ア

　
　
　

１
日
券�
１，
５
０
０
円

　
　
　

半
日
券�
１，
０
０
０
円

　
�
小
学
生

　
　
　

１
日
券�
１，
０
０
０
円

　
　
　

半
日
券�
５
０
０
円

　

問　
�
７
８
８
・
６
８
８
８

か
ぐ
ら
ス
キ
ー
場

　

営
業
期
間
（
予
定
）

　
　

５
月　

日�
ま
で

３１

　

料　

金

　
　
�
大
人

　
　
　

１
日
券�
２，
０
０
０
円

　
　
�
シ
ニ
ア

　
　
　

１
日
券�
１，
５
０
０
円

　
�
中
学
・
高
校
生

　
　
　

１
日
券�
１，
０
０
０
円

　
�
小
学
生
以
下
無
料

　
　
（
専
用
チ
ケ
ッ
ト
を
窓
口
で
発
行
）

　

問　
�
７
８
８
・
９
２
２
１

神
立
高
原
ス
キ
ー
場

　

営
業
期
間
（
予
定
）

　
　

４
月　

日�
（
そ
の
後
は
雪
が
あ
る
ま
で
）

１２

　

料　

金

　
　
�
大
人
・
シ
ニ
ア
・
子
ど
も

　
　
　

１
日
・
オ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
券

　
　
　
�
１，
０
０
０
円

　
（
オ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
券
は
、
４
月　

日
ま

１２

　
　
 
で
の
週
末
の
み
の
実
施
に
限
り
ま
す
。）

　

問　
�
７
８
８
・
０
１
１
１

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
湯
沢
ス
キ
ー
場

　

営
業
期
間
（
予
定
）

　
　

５
月
６
日�
ま
で

　

料　

金

　
　
�
大
人
（
中
学
生
以
上
）

　
　
　

１
日
券�
２，
５
０
０
円

　
　
�
シ
ニ
ア
（　

歳
以
上
）

５５

　
　
　

１
日
券�
２，
１
０
０
円

　
�
小
学
生

　
　
　

１
日
券�
１，
３
０
０
円

　

問　
�
７
８
５
・
６
５
４
３

※
ご
購
入
の
際
は
、
各
リ
フ
ト
券
売
り
場
で
２
０

１
５
湯
沢
町
ス
キ
ー
リ
フ
ト
等
共
通
乗
車
証
を
ご

提
示
く
だ
さ
い
。
か
ぐ
ら
ス
キ
ー
場
の
み
つ
ま
た

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ス
キ
ー
場
事
務
所
で
、
田
代
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
リ
フ
ト
券
売
り
場
で
発
行
し
ま
す
。

※
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
ス
キ
ー
場
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
積
雪
状
況
等
に
よ
り
、
各
ス
キ
ー
場
の
営
業
期

間
終
了
が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出

か
け
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
で
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診（
特
定
健
康

診
査
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
を
受
け
る
た
め
の
『
受
診
券
』
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
保
険
証
・『
受
診
券
』・
自
己

負
担
金
を
ご
持
参
の
上
、ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

●
受
診
券
送
付
時
期

　

平
成　

年
４
月
中

２７

　
（
平
成　

年　

月
以
降
に
協
会
け
ん
ぽ
加
入

２６

１２

　

の
方
は
、
５
月
以
降
）

●
受
診
対
象
者

　

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
、　

〜
４０

　
　

歳
の
被
扶
養
者
（
ご
家
族
）
の
方

７４
●
受
診
場
所

　

健
診
実
施
施
設
、市
が
実
施
す
る
集
団
健
診

　

会
場
な
ど

●
費
用

　

無
料 
〜 
１，
５
２
６
円

※
詳
し
く
は
、協
会
け
ん
ぽ
か
ら
届
く
黄
色
い

封
筒
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険
証
の

記
号
番
号
が
変
更
に
な
っ
た
方
は
、
新
し
い

『
受
診
券
』
の
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。
ご
不
明

な
点
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

協
会
け
ん
ぽ
新
潟
支
部 
保
健
グ
ル
ー
プ

　
�
０
２
５
・
２
４
２
・
０
２
６
４

南
魚
沼
地
域
安
全
協
会

　

安
全
安
心
メ
ー
ル
配
信
開
始
！

　

南
魚
沼
警
察
署
と
南
魚
沼
地
域
安
全
協
会

は
、携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
認
知
症
高
齢
者
行
方
不
明
事
案
の

捜
索
手
配
、
不
審
者
情
報
、
特
殊
詐
欺
前
兆
事

案
な
ど
の
犯
罪
被
害
者
防
止
情
報
の
メ
ー
ル

配
信
を
３
月
３
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
是
非
メ
ー
ル
配
信
の
登
録
を
い

た
だ
き
、
安
心
安
全
な
街
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
接

続
し
た
画
面
に
従
い
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

https://fofa.jp/nanngyo/a.p/105

                               /  

※
迷
惑
メ
ー
ル
の
設
定
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、

@
safety-m

ay-tow
n.jp

事
前
に　
 
        
      
    　

の

ド
メ
イ
ン
を
受
信
可
能
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
部
対
応
で
き
な
い
機
種
が
あ
り
ま
す
。

　

湯
沢
町
ス
キ
ー
場
振
興

　

協
議
会
よ
り
お
知
ら
せ

�

� �

�

他他団団体体

　

命
を
守
る
検
診
を

　
　
　

受
け
ま
し
ょ
う
！

�

� �

�

他他団団体体

　

み
ん
な
で
見
守
り
！

　

安
全
安
心
な
ま
ち
に

�

� �

�

他他団団体体
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眠
れ
な
い
、不
安
、閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
、更

年
期
の
せ
い
か
気
持
ち
が
沈
む
、認
知
症
な
ど

の
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、ま
た
は
そ
の
ご
家
族

等
の
相
談
に
、精
神
科
医
が
応
じ
ま
す
。プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

日　

４
月　

日�
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

１３

場　

南
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

　

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、予
約
が
必
要
で
す
。

申
・
問　

南
魚
沼
地
域
振
興
局  
地
域
保
健
課

　
　
  �
７
７
２
・
８
１
３
７

日　

４
月　

日�
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

１９

場　

エ
フ
エ
ム
雪
国
１
階
ホ
ー
ル

※
不
妊
・
去
勢
手
術
の
実
施
と
完
全
室
内
飼
い

が
条
件
で
、基
本
健
康
診
断
費
用
等
が
か
か
り

ま
す
。引
き
渡
し
は
後
日
、ご
自
宅
に
な
り
ま
す
。

問　

魚
沼
ア
ニ
マ
ル
サ
ポ
ー
ト　

笛
木

　
�
０
９
０
・
１
５
３
３
・
４
８
０
５

本
年
も
融
雪
出
水
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

万
全
の
体
制
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、清
津
川
の
増
水
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

電
源
開
発
（
株
）
奥
清
津
電
力
所

　
�
７
８
９
・
２
７
０
７

　

留
学
生
に
日
本
語
を
教
え
る
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

日　

４
月　

日
、５
月
９
日
、５
月　

日

２５

２３

　
　

６
月
６
日（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１２

３０

　
　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

場　

国
際
大
学
内
の
教
室

　
　
（
南
魚
沼
市
国
際
町
７
７
７
）

費　

１
回
１，
０
０
０
円

　
　
（
午
前
、午
後
合
わ
せ
て
２，
０
０
０
円
）

　
　

教
科
書
当
日
購
入
可
。（
２，
８
０
０
円
）

　
　

申
込
時
に
購
入
希
望
と
お
伝
え
く
だ
さ

　
　

い
。

申　

各
開
講
日
の
３
日
前
ま
で

申
・
問　

国
際
大
学
教
務
事
務
室

　
　
  �
７
７
９
・
１
４
９
８

　

心
の
健
康
相
談
会

�

� �

�

県県かからら　

猫
の
譲
渡
会

�

� �

�

他他団団体体

�
�
�
�
�
�
�
	
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

期
日　

2
月　

日
〜　

日

20

23

会
場　

群
馬
県
片
品
村

　
　
　

ホ
ワ
イ
ト
ワ
ー
ル
ド
尾
瀬
岩
鞍

少
年
男
子
大
回
転

　

6
位　

若
月
隼
太
（
八
海
高
１
年
・
浅
貝
）

　
　
　
　
 

　
 
6
位
入
賞
！　

若
月
隼
太
選
手

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

��
期
日　

2
月
6
日
〜　

日　
10

会
場　

秋
田
県
鹿
角
市　

花
輪
ス
キ
ー
場

女
子

　
　

位　

若
月
美
優
（
八
海
高
3
年
・
浅
貝
）

19

�
�
�
�
��
�
	


�
�
�
�

湯
沢
町
議
会
一
般
質
問

　

F
M
ラ
ジ
オ
放
送
予
定

「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」で　

月
町
議
会

１２

定
例
会
一
般
質
問
の
録
音
音
声
を
放

送
し
ま
す
。

日　

３
月　

日�
　

午
後
２
時
〜

３０

（
１
日
あ
た
り
２
時
間
程
度
、５
日　

間
に
分
け
て
放
送
す
る
予
定
で
す
。）

○
放
送
予
定
議
員（
質
問
順
、敬
称
略
）

・
佐
藤　

守
正

・
半
澤　

利
貞

・
角
谷　

勉

・
岸
野　

雅
人

・��
　

五
輪
夫

・
今
村　

定
一

・
宮
田　

眞
理
子

・��
　

綾
夫

・
南
雲　

正

　

※
放
送
時
間
の
都
合
上
、順
番
が

　

入
れ
違
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問　

議
会
事
務
局　

　
�
７
８
４
・
３
１
１
５

日：日時・期間　　場：会場　　内：内容　　対：対象・定員　　費：参加費・入場料　　持：持ち物　　申：申し込み　　問：問い合わせ

　

雪
解
け
に
よ
る
清
津
川

　

の
増
水
に
ご
注
意
を

�

� �

�

他他団団体体　

国
際
大
学
日
本
語
教
育

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

�

� �

�

他他団団体体
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は
、
開
花
八
策
を
公
約
に
町
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
が
２
回
目
の
施
政
方
針
表
明
と
な

り
ま
す
。
昨
年
度
は
無
我
夢
中
の
な
か

町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
の
１
年
間
、
皆
様
方
か
ら

頂
戴
し
た
諸
提
言
等
を
踏
ま
え
る
な

か
で
、
こ
こ
に
平
成　

年
度
の
予
算
案

２７

を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
関
係
議
案
の
ご
審
議
を
お
願

い
す
る
に
あ
た
り
、
私
の
町
政
運
営
に

対
す
る
基
本
的
な
考
え
と
新
年
度
に

お
け
る
主
な
施
策
の
概
要
を
申
し
上

げ
、
議
員
並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
５
月
、
日
本
創
成
会
議

分
科
会
が
人
口
減
少
社
会
の
到
来
を

提
起
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各
自
治
体
が

こ
の
人
口
減
少
問
題
の
現
状
を
認
識

し
、
こ
の
急
激
な
人
口
減
少
を
食
い
止

め
る
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

必
要
な
の
か
、
各
自
治
体
と
も
地
方
活

性
化
施
策
等
の
強
化
・
向
上
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て
い
る
な
か
、
国
は
昨
年

　

月
、
人
口
減
少
対
策
や
地
域
社
会
活

１１性
化
を
「
国
の
責
務
」
と
し
、
地
方
創
生

策
を
促
進
す
る
た
め
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
、
国
・
都

道
府
県
・
市
町
村
が
連
携
し
、
地
域
再

生
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
は
「
経
済
再
生

と
財
政
再
建
の
両
立
」
を
実
現
す
る
た

め
、平
成　

年
度
補
正
予
算
で
、「
地
域

２６

消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
交
付
金
２，

５
０
０
億
円
」
及
び
「
地
域
創
生
先
行

型
交
付
金
１，
７
０
０
億
円
」
を
創
設

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
当
初
予
算
（
案
）

２７

は
総
額
を　

兆
３，
４
２
０
億
円
と
し
、

９６

前
年
度
比
、
歳
入
で
は
租
税
等
収
入
を

４
兆
５，
２
４
０
億
円
増
額
、
公
債
金

を
４
兆
３，
８
７
億
円
減
額
し
て
、
財

政
健
全
化
を
目
指
し
た
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
安
倍
内
閣
が
最
重
要
課

題
に
掲
げ
る
地
方
創
生
、
そ
の
国
の
総

合
戦
略
等
に
添
っ
て
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

「
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
・
し
ご
と

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
７，
２
２

５
億
円
を
措
置
し
、
平
成　

年
度
補
正

２６

予
算
と
合
わ
せ
て
１
兆
円
を
確
保
す

る
な
か
で
、
平
成　

年
度
の
地
方
財
政

２７

計
画
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

事
業
費
」
と
し
て
１
兆
円
を
計
上
し
、

地
方
創
生
元
年
を
支
え
る
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
家
予
算
の
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
の
予
算

委
員
会
等
の
な
か
で
詳
細
が
示
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
注
視
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

湯
沢
町
は
今
年
、
町
制
施
行　

周
年

６０

を
迎
え
ま
す
。
旧
５
村
の
合
併
基
本
協

定
に
は
「
５
村
は
相
携
え
て
、
そ
の
財

政
力
を
強
化
し
健
全
な
る
自
治
体
を

確
立
し
、
地
方
産
業
の
振
興
と
文
化
の

向
上
を
図
り
、
以
て
住
民
福
祉
の
増
進

を
目
的
と
し
て
、
新
町
を
建
設
す
る
」

と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
記
念
す

べ
き
年
に
、
旧
５
村
の
子
供
た
ち
が
集

う
「
統
合
文
教
施
設
」
が
全
て
完
成
い

た
し
ま
す
。

　

新
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
の

な
か
で
、
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
活

気
あ
ふ
れ
る
湯
沢
町
を
取
り
戻
し
、
明

る
い
未
来
へ
と
導
く
町
政
運
営
を
目

指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
と
し
て
、

８
年
ぶ
り
に
行
政
機
構
改
革
を
行
い
、

４
月
か
ら
部
課
係
制
を
と
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
現
体
制
の

問
題
点
の
解
消
と
自
治
体
と
し
て
の

競
争
力
を
高
め
る
た
め
、
限
ら
れ
た
職

員
数
で
効
率
よ
く
業
務
を
行
う
た
め

の
組
織
改
革
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
湯
沢
町
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
後

期
基
本
計
画
（
２
０
１
６
〜
２
０
２
０

年
度
）
の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
昨
年　

月
に
実
施
し
た
町
民
ア
ン

１１

ケ
ー
ト
の
結
果
を
集
計
、
分
析
中
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
り
前
期
基
本
計
画
の
進

捗
状
況
を
点
検
・
評
価
し
、
平
成　

年
２７

度
中
に
後
期
基
本
計
画
を
策
定
い
た

し
ま
す
。

　

私
の
政
策
で
あ
る
開
花
八
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
、
事
業
工
程
を
お

示
し
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
人

口
減
少
対
策
及
び
地
方
創
生
を
目
的

と
し
て
、
国
か
ら
地
方
自
治
体
に
平
成

　

年
度
中
の
策
定
が
要
請
さ
れ
て
い

２７る
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
政
策
分
野

が
町
の
総
合
計
画
の
一
範
囲
で
あ
り
、

具
体
的
施
策
は
開
花
八
策
と
重
な
る

部
分
も
多
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
中
長

期
的
な
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に
基

本
目
標
と
着
実
な
政
策
を
定
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え

を
述
べ
ま
し
た
が
、
次
ペ
ー
ジ
よ
り

「
予
算
編
成
」
及
び
「
主
な
施
策
の
概
要
」

を
説
明
い
た
し
ま
す
。

������

私

�
�
�
�

３
月
定
例
議
会
で
田
村
町
長
が
述
べ

３
月
定
例
議
会
で
田
村
町
長
が
述
べ
たた

施
政
方
針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

施
政
方
針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。。

※
広
報
ゆ
ざ
わ
用
に
表
現
を
一
部
変
更
し
て

※
広
報
ゆ
ざ
わ
用
に
表
現
を
一
部
変
更
し
て
いい
ま
す
。

ま
す
。

������������������������������������������
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�
一
般
会
計
当
初
予
算
総
額
は

　

億
８，
９
０
０
万
円
で

６６昨
年
よ
り
約
９
％
増
加

　

町
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
の
根
幹
で

あ
る
町
税
収
入
が
固
定
資
産
税
の
評

価
替
の
影
響
も
あ
り
大
き
く
減
少
す

る
な
ど
、
財
源
は
昨
年
度
よ
り
か
な
り

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

歳
出
で
は
道
路
・
橋
梁
等
の
公
共
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

町
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
の
維

持
予
算
や
、
最
終
年
度
を
迎
え
る
文
教

施
設
整
備
事
業
費
の
増
額
等
に
よ
り
、

予
算
額
は
昨
年
度
を
上
回
る
規
模
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
の
総
額
は
、

２７

　

億
８，
９
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年

６６度
比
５
億
６，
０
０
０
万
円
（
９
％
）
増

え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
内
容
は
、
認
定

こ
ど
も
園
と
そ
の
周
辺
施
設
の
整
備

を
行
う
文
教
施
設
整
備
費
が
７
億
７，

７
０
１
万
５
千
円
と
前
年
度
比
４
億

２，
７
３
５
万
７
千
円
増
、
国
庫
補
助

金
を
受
け
て
実
施
す
る
道
路
橋
梁
の

新
設
改
良
・
修
繕
費
等
が
２
億
８，
９

０
０
万
円
と
前
年
度
比
１
億
７
０
０

万
円
増
え
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
は
町
税
収
入
が
減
少

国
庫
支
出
金
が
大
幅
に
増
加

　

歳
入
で
は
、
町
税
収
入
が
総
額　

億
３７

４，
３
７
９
万
６
千
円
で
前
年
度
比
１

億
１，
６
６
０
万
１
千
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主
に
固
定
資
産
税

が
評
価
替
の
影
響
で
、
１
億
１，
８
３

８
万
３
千
円
減
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
町
税
収
入
の
減
少

を
加
味
し
、
普
通
交
付
税
と
特
別
交
付

税
で
１
億
７，
０
０
０
万
円
、
前
年
度

比
６，
０
０
０
万
円
増
で
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

　

分
担
金
及
び
負
担
金
は
、
保
育
制
度

の
改
正
で
保
育
料
を
使
用
料
に
計
上

し
た
た
め
、
総
額
２
８
９
万
６
千
円
、

前
年
度
比
４，
５
７
２
万
６
千
円
と
大

き
く
減
少
し
、
一
方
使
用
料
及
び
手
数

料
で
は
、
総
額
８，
９
１
０
万
４
千
円
、

前
年
度
比
４，
５
０
５
万
１
千
円
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
道
路
・
橋
梁
修
繕
、

公
園
整
備
、
文
教
施
設
整
備
等
に
係
る

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
が
増
加

し
た
こ
と
で
、
総
額
６
億
４，
３
８
２

万
１
千
円
、
前
年
度
比
２
億
２，
６
９

３
万
５
千
円
（　

％
）
の
増
と
な
っ
て

５４

お
り
ま
す
。

　

繰
入
金
は
、
財
源
不
足
調
整
分
と
し

て
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を
２
億
９，

４
３
０
万
２
千
円
、
土
地
基
盤
整
備
事

業
元
利
償
還
金
の
繰
上
償
還
分
と
し

て
減
債
基
金
繰
入
金
を
２，
０
０
０
万

円
計
上
し
た
こ
と
な
ど
で
総
額
３
億

１，
４
８
５
万
２
千
円
と
な
り
、
前
年

度
比
２
億
１，
３
２
２
万
円
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
財
政
調
整

基
金
の
平
成　

年
度
末
残
高
は
８
億

２７

７，
１
９
１
万
６
千
円
と
な
る
見
込
み

で
あ
り
ま
す
。

　

町
債
は
、
道
路
や
公
園
、
文
教
施
設

整
備
事
業
に
係
る
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
等
の
財
源
不
足
を
補

う
た
め
、
総
額
で
９
億
２，
６
４
０
万

円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

歳
出
は
文
教
施
設
整
備
費
で

教
育
費
が
大
幅
増

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
で　

億
４，
３

１４

２
０
万
３
千
円
、
前
年
度
比
３，
２
９

７
万
４
千
円
増
の
計
上
と
な
り
ま
し

た
が
、
特
別
職
・
一
般
職
の
人
件
費
は

職
員
数
の
削
減
に
よ
り
８
億
８，
８
５

４
万
円
で
前
年
度
比
４，
６
０
９
万
３

千
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
に
引
き
続
き
総
合
計
画
（
後
期

基
本
計
画
）
策
定
の
予
算
を
４
３
８
万

３
千
円
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導

入
・
運
用
の
予
算
を
４，
１
３
９
万
６

千
円
、
４
月
に
行
わ
れ
る
県
議
会
議
員
、

町
議
会
議
員
な
ど
の
選
挙
費
１，
３
３

３
万
４
千
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
新
規

事
業
と
し
て
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
策
定
の
た
め
に
２
１
８
万
円
、
町

制
施
行　

周
年
記
念
事
業
費
４
０
０

６０

万
円
な
ど
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、
前
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
す
く
す
く
子
育
て
応
援
金
５
０

０
万
円
や
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
１，
８
４
２

万
２
千
円
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
魚
沼
荘

改
築
事
業
負
担
金
６，
２
４
１
万
６
千

円
な
ど
を
含
め
、
９
億
４，
２
２
１
万

６
千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、
総
額
５
億，
２
４
３
万

４
千
円
で
、
前
年
度
比
８，
８
５
７
万

６
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
病
院
事

業
会
計
補
助
金
が
電
子
カ
ル
テ
の
更

新
完
了
に
よ
り
６，
５
０
６
万
５
千
円

減
と
な
っ
た
こ
と
や
、
可
燃
・
不
燃
ご

み
処
理
に
係
る
南
魚
沼
市
委
託
料
が

１，
９
６
２
万
６
千
円
減
と
な
っ
た
こ

と
が
減
少
の
主
な
要
因
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
総
額
９，
８
８

８
万
６
千
円
で
、
農
地
維
持
の
取
り
組

み
な
ど
へ
の
多
面
的
機
能
支
払
補
助

金
１，
０
４
４
万
円
や
農
地
中
間
管
理

機
構
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
農
地

の
大
規
模
化
・
集
約
化
を
進
め
る
農
地

中
間
管
理
事
業
費
２
１
０
万
４
千
円
、

土
地
改
良
区
が
行
っ
た
土
地
基
盤
整

備
事
業
の
元
利
償
還
金
を
繰
上
償
還

す
る
た
め
の
補
助
金
２，
２
５
７
万
１

千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

商
工
費
は
、
総
額
２
億
３
９
５
万
６

千
円
で
、
観
光
費
で
は
町
観
光
協
会
の

宣
伝
業
務
補
助
金
を
５，
０
０
０
万
円
、

観
光
施
設
管
理
費
で
は
蓬
ヒ
ュ
ッ
テ

改
修
費
２，
３
０
０
万
円
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
平
成　

年
度
の
３

２６

月
補
正
予
算
に
町
観
光
協
会
補
助
金

と
し
て
、
１，
３
０
０
万
円
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。

前年との比較予算額科目

１億１,６６０万円 １千円  �３７億４,３７９万６千円町税

６,０００万円  �１億７,０００万円地方交付税

４,５７２万６千円  �２８９万６千円分担金・負担金

４,５０５万１千円  �８,９１０万４千円使用料・手数料

２億２,６９３万５千円  �６億４,３８２万１千円国庫支出金

２億１,３２２万円  �３億１,４８５万２千円繰入金

５億６,３５０万円  �９億２,６４０万円町債

�
�
�
�
�
�
�
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次
ペ
ー
ジ
に
続
く
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土
木
費
は
、
総
額　

億
９，
９
５
２

１４

万
円
で
、
除
雪
対
策
費
に
２
億
８，
１

８
６
万
７
千
円
（
前
年
度
比
１，
９
６

１
万
１
千
円
減
）、
道
路
の
舗
装
修
繕

や
消
雪
パ
イ
プ
更
新
、
東
山
線
・
戸
沢

３
号
線
道
路
改
良
な
ど
を
行
う
国
補

道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業
費
２
億
８，

９
０
０
万
円
（
前
年
度
比
１
億
７
０
０

万
円
増
）、
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
に
改
修
す
る

公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
支
援
事
業

７，
８
５
０
万
円
（
前
年
度
比
３，
８
５

０
万
円
増
）
な
ど
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。

　

消
防
費
は
、
５
億
３，
５
１
１
万
３

千
円
で
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整

備
負
担
金
１
億
８，
９
３
４
万
円
（
前

年
度
比
５，
２
３
４
万
５
千
円
増
）
や

新
規
事
業
と
し
て
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ

不
感
地
帯
解
消
事
業
補
助
金
２，
０
０

０
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
総
額　

億
４，
８
８
１

１１

万
５
千
円
で
、
４
億
５，
１
１
４
万
１

千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
文
教
施
設
整
備
費
が
７
億
７，
７
０

１
万
５
千
円
で
４
億
２，
７
３
５
万
７

千
円
増
と
な
っ
た
こ
と
や
、
F
I
S
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
実

行
委
員
会
補
助
金
を
２，
０
０
０
万
円

計
上
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
四
特
別
会
計
（
国
民

２７

健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護

保
険
、
下
水
道
）
の
当
初
予
算
の
総
計

は
、　

億
３
７
８
万
５
千
円
で
、
前
年

３８

度
比
で
１
億
７，
９
１
８
万
１
千
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
一
般
被

保
険
者
の
医
療
費
が
高
額
化
し
て
き

て
い
る
な
ど
、
保
険
給
付
費
及
び
共
同

事
業
拠
出
金
が
大
き
く
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。

　

企
業
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
道

事
業
会
計
で
は
収
益
的
収
入
の
水
道

料
金
収
入
が
６
６
４
万
円
減
額
と
な

る
一
方
、
収
益
的
支
出
は
、
電
気
料
の

値
上
が
り
、
簡
易
水
道
統
合
事
業
費
な

ど
に
よ
り
１，
２
２
８
万
７
千
円
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

資
本
的
支
出
で
は
、
企
業
債
償
還
金

が
３
４
７
万
３
千
円
増
加
し
て
お
り

ま
す
が
、
建
設
改
良
費
で
８
８
０
万
円

減
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
５
３
２
万

７
千
円
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

病
院
事
業
会
計
の
収
益
的
収
入
で

は
、
一
般
会
計
補
助
金
が
新
規
事
業
で

あ
る
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
分
で
４

９
３
万
５
千
円
増
加
す
る
一
方
、
そ
の

他
の
一
般
会
計
補
助
金
の
減
等
に
よ

り
６
０
６
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
支
出
で
は
１，
４
８
６
万
１

千
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

昨
年
度
更
新
し
た
電
子
カ
ル
テ
の
器

具
備
品
減
価
償
却
費
の
増
加
が
主
な

要
因
で
す
。

　

資
本
的
収
入
支
出
に
お
い
て
も
、
昨

年
の
電
子
カ
ル
テ
入
替
え
分
な
ど
が

減
少
し
た
こ
と
で
、
収
入
は
８，
１
０

５
万
１
千
円
の
減
、
支
出
は
８，
０
２

８
万
７
千
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
医
療
機
器
等
更
新
事
業
費

に
つ
い
て
は
、
そ
の
財
源
と
し
て
企
業

債
４，
２
８
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
な
お
、特
別
会
計
、企
業
会
計
に
対

す
る
一
般
会
計
の
繰
出
金
・
補
助
金
は

　

億
３，
２
１
３
万
４
千
円
で
、
前
年

１０度
比
５，
０
５
７
万
３
千
円
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
   
産
業
・
観
光
・
経
済

観
光
振
興

　

長
い
間
減
少
し
て
い
た
観
光
客
数

も
、
回
復
基
調
に
あ
り
ま
す
。

平
成　

年
度
は
ス
キ
ー
場
の
お
客

２６

様
も
昨
年
を
上
回
る
見
込
み
で
あ
り
、

特
に
訪
日
外
国
人
観
光
客
に
つ
い
て

は
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
も
の
と
予

想
し
て
お
り
ま
す
。
好
調
な
今
こ
そ
、

攻
め
の
観
光
行
政
に
舵
を
取
り
、
近
年

中
に
年
間
観
光
客
数
を
５
０
０
万
人

ま
で
回
復
さ
せ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
各
種
調
査
の
結
果
か

ら
も
湯
沢
町
は
リ
ピ
ー
ト
客
が
多
い

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

交
通
の
便
の
良
さ
に
加
え
て
、
先
人
の

努
力
に
よ
り
観
光
品
質
が
高
い
こ
と

が
理
由
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
宿
泊
施
設
や
ス
キ
ー
場
、
観
光

施
設
の
充
実
と
品
質
の
高
さ
は
大
き

な
武
器
で
あ
り
、
情
報
発
信
の
手
法
や

現
地
で
の
ご
案
内
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
ま
た
地
域
の
観
光
資
源
を
利
用
し

た
観
光
商
品
の
開
発
や
、
新
た
な
楽
し

み
方
の
ご
提
案
な
ど
に
取
り
組
み
、

観
光
地
と
し
て
の
総
合
的
な
品
質
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
観
光
客
５
０
０

万
人
回
復
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
延
伸
に
よ
り
、
首
都
圏

の
お
客
様
の
目
が
北
陸
方
面
に
向
く

一
年
と
な
り
ま
す
が
、
着
実
に
観
光
地

域
づ
く
り
を
進
め
、
雪
国
湯
沢
が
ブ
ラ

ン
ド
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ス
キ
ー
観
光
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に

加
え
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
や

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
・
ボ
ー
ド

の
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て
、
こ
こ
数
年
事
故

が
目
立
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。
ス
キ
ー

場
と
協
力
し
て
安
全
対
策
を
強
化
す

る
と
と
も
に
啓
発
活
動
も
進
め
、
安
全

対
策
が
進
ん
だ
、
安
全
安
心
な
ス
キ
ー

の
町
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

あ雪
国
観
光
圏
の
推
進

　

広
域
連
携
は
、
雪
国
観
光
圏
の
ブ
ラ

ン
ド
観
光
地
域
の
確
立
を
引
き
続
き

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成　

年
度

２７

は
戦
略
プ
ラ
ン
を
完
成
さ
せ
る
年
と

な
り
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
基
づ
い

た
事
業
展
開
に
よ
り
「
日
本
の
顔
と

������

�

前年との比較予算額科目

３,２９７万４千円  �１４億４,３２０万３千円総務費

１,０４９万４千円  �９億４,２２１万６千円民生費

８,８５７万６千円  �５億７,２４３万４千円衛生費

３,５３４万４千円  �９,８８８万６千円農林水産業費

２,２８６万円  �２億３９５万６千円商工費

６,０９０万８千円  �１４億９,９５２万円土木費

７,１８９万６千円  �５億３,５１１万３千円消防費

４億５,１１４万１千円  �１１億４,８８１万５千円教育費

��

������
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な
る
観
光
地
」
を
目
指
し
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

あ訪
日
外
国
人
観
光
客
の
対
応

あ
　

急
増
し
て
い
る
訪
日
外
国
人
観
光

客
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
力

を
注
い
で
来
た
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
訪

問
・
宣
伝
活
動
、
マ
ス
コ
ミ
・
旅
行
代

理
店
招
聘
事
業
を
国
・
県
・
観
光
圏
・

国
際
観
光
テ
ー
マ
地
区
推
進
協
議
会

な
ど
と
連
携
し
て
進
め
、
ま
た
先
進
観

光
地
が
手
を
付
け
て
い
な
い
有
望
な

市
場
に
は
先
鞭
を
付
け
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
東
京

の
ホ
テ
ル
等
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
や

在
日
外
国
人
と
連
携
し
た
、
地
道
な
情

報
発
信
と
誘
客
活
動
も
引
き
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
、
案
内
所
の
体
制
、
多
言
語
対

応
、
w
i
f
i
環
境
な
ど
お
客
様
か
ら

ご
要
望
の
多
い
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
、
お
も
て
な
し
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。
特
に
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開

催
に
よ
り
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
年

と
な
る
た
め
、
気
を
引
き
締
め
て
対
応

に
当
た
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

あ商
工
振
興

あ
�
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
元

企
業
や
事
業
者
の
経
営
基
盤
の
強
化

及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、

引
き
続
き
湯
沢
町
商
工
会
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
湯
沢
町
商
工

会
と
協
力
し
、
湯
沢
町
の
企
業
へ
の
就

職
促
進
を
目
的
に
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ

タ
ー
ン
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

あ起
業
支
援
・
企
業
誘
致

あ
　

昨
年　

月
か
ら
実
施
し
て
い
る
起

１０

業
支
援
補
助
金
制
度
を
引
き
続
き
継

続
す
る
と
と
も
に
懸
案
事
項
で
あ
る

中
子
町
有
地
へ
の
企
業
誘
致
も
立
地

や
規
制
、
優
遇
制
度
な
ど
を
ま
と
め
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
れ
を
様
々
な
形
で
活
用
し

て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

あ定
住
交
流
促
進
事
業

あ
　

平
成　

年
度
も
引
き
続
き
フ
リ
ー

２７

ペ
ー
パ
ー
に
「
湯
沢
ぐ
ら
し
」
の
コ
ー

ナ
ー
を
確
保
し
な
が
ら
、
季
節
毎
の
楽

し
み
方
や
旬
の
味
な
ど
湯
沢
の
魅
力

や
住
ん
で
い
る
人
達
の
温
か
さ
を
紹

介
し
、
二
地
域
居
住
を
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
と
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の

輪
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
首

都
圏
と
の
時
間
的
距
離
が
短
い
、
居
住

物
件
を
安
価
に
取
得
で
き
る
湯
沢
町

の
特
性
を
活
か
し
、
若
者
が
首
都
圏
か

ら
湯
沢
町
に
移
住
し
、
子
ど
も
を
育
て

な
が
ら
首
都
圏
に
通
勤
す
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
実
現
す
る
施
策
を
打
ち

出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あフ
ジ
ロ
ッ
ク
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

あ
　

新
潟
県
・
株
式
会
社
ス
マ
ッ
シ
ュ
・

湯
沢
町
と
で
平
成　

年
７
月
か
ら
始

２３

ま
っ
た
フ
ジ
ロ
ッ
ク
の
森
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
、
昨
年
３
者
協
定
を
更
新
し
４

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
よ
り
一
層
の
協

力
の
下
、
今
後
も
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
整

備
や
フ
ジ
ロ
ッ
ク
ペ
ー
パ
ー
の
活
用

を
通
じ
て
フ
ジ
ロ
ッ
ク
会
場
周
辺
や
、

湯
沢
町
の
森
林
環
境
整
備
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

あ農
業
振
興

あ
　

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
」
が
、
従
来
の
「
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
」、「
環
境
保

全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
」
と
あ
わ

せ
、「
多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業
」と

し
て
法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。
政
権
に
よ

ら
ず
制
度
と
し
て
安
定
し
た
も
の
と

な
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
喜
ば
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

中
山
間
地
に
お
け
る
農
作
業
コ
ス

ト
や
農
村
環
境
が
も
た
ら
す
多
面
的

な
機
能
の
維
持
・
充
実
の
た
め
に
、
活

動
組
織
に
対
し
て
交
付
金
を
支
払
い

ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
昨
年
か
ら
始

ま
っ
た
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
は
、
昨

年
度
は
２
名
の
方
か
ら
利
用
い
た
だ

き
、
い
ず
れ
も
「（
農
）
滝
の
又
農
産
」

が
農
地
の
受
け
手
と
な
り
ま
し
た
。
本

格
稼
働
と
な
る
新
年
度
も
引
き
続
き

農
地
の
出
し
手
の
掘
り
起
こ
し
を
行

い
、
農
地
集
積
・
集
約
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
毎
年
秋
の
新
米
の
時
期
に
地
元
農

家
と
越
後
湯
沢
温
泉
旅
館
の
連
携
に

よ
る
、
越
後
湯
沢
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
ご
飯

の
提
供
及
び
新
米
の
お
土
産
販
売
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
お
土
産
と
し
て

も
人
気
が
高
く
、
湯
沢
町
の
食
の
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し

た
の
で
、
今
後
の
湯
沢
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
販
路
の
一
つ
と
し
て
育
て
て
ま
い

り
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
の
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
の
１

週
間
、
昨
年
の
１
か
月
を
経
て
、
新
年

度
か
ら
は
年
間
通
し
て
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。
平
成　

年
よ
り
開
園
す

２８

る
認
定
こ
ど
も
園
で
も
同
様
の
取
り

組
み
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
地

産
地
消
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

湯
沢
町
の
そ
ば
や
「
か
ぐ
ら
南
蛮
」、

イ
チ
ゴ
や
山
菜
が
、
観
光
の
お
客
様
に

提
供
さ
れ
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
コ

メ
以
外
の
地
場
の
園
芸
作
物
の
作
付

け
を
推
奨
し
、
雪
国
湯
沢
の
食
の
ブ
ラ

ン
ド
の
一
翼
が
担
え
る
よ
う
、
農
産
物

の
高
付
加
価
値
化
、
６
次
産
業
化
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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あ林
業
振
興
と

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
国

土
の
保
全
や
環
境
保
全
、
水
源
涵
養
機

能
、
保
健
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能

な
ど
、
農
業
と
同
様
に
森
林
の
持
つ
多

面
的
機
能
が
見
直
さ
れ
て
お
り
、
森
林

の
放
置
が
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
年
度
も
町
有
林
の
保
育
・

間
伐
等
の
整
備
を
実
施
し
、
木
材
の
育

成
と
合
わ
せ
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
も
含
め
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発

揮
・
保
全
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

に
つ
い
て
は
、
新
年
度
予
算
を
大
幅
に

増
額
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
好
評
を
得
た
町
内
会
へ
の
「
追

い
払
い
組
織
設
置
補
助
金
」
に
つ
い
て

は
、
集
落
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
被
害

を
減
少
さ
せ
る
有
効
な
手
法
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
引
き
続
き
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
旭
原

で
行
っ
た
緩
衝
帯
整
備
（
林
縁
の
枝
落

と
し
等
）
も
４
地
区
に
増
や
し
て
実
施

い
た
し
ま
す
。
被
害
を
防
止
す
る
に
は
、

町
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
わ
な
や
銃
の
狩
猟
免
許
を

取
得
し
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
に
、
狩
猟
免
許
取
得
経
費

の
４
分
の
３
を
補
助
す
る
制
度
を
新

設
い
た
し
ま
す
。

   
健
康
・
福
祉
・
医
療

高
齢
者
福
祉

　

町
の
高
齢
化
率
が
１
月
末
で　
．　
３２

９２

％
と
、
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
健
康
で
い
き
い

き
と
生
活
し
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ

う
、
高
齢
者
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
れ
に
は
、地
域
の
方
々
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
社
協
、
関
係
団
体
と
の
協

働
が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

協
力
体
制
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
施
策

　

障
が
い
者
計
画
・
障
が
い
福
祉
計
画

の
基
本
理
念
「
だ
れ
も
が
安
心
し
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
、
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
」
の
実
現
に
向
け
、

「
社
会
参
加
の
促
進
」「
生
活
の
場
・
働

く
場
の
確
保
」
な
ど
、
基
本
目
標
を
踏

ま
え
、
関
係
者
及
び
関
係
機
関
と
力
を

合
わ
せ
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
の
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

あ介
護
保
険
事
業

　

今
後
も
増
加
す
る
高
齢
化
に
伴
う

諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
湯
沢
町
に

お
け
る
介
護
保
険
事
業
の
安
定
的
運

営
を
目
的
と
し
た
、
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
に
沿
っ
て
新
年
度
よ
り
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
被

保
険
者
が
要
介
護
・
要
支
援
状
態
と
な

ら
な
い
よ
う
介
護
予
防
事
業
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
年
々
増
加
す
る
認
知

症
高
齢
者
に
対
応
し
「
認
知
症
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

地
域
や
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

昨
年
、
一
昨
年
と
実
施
し
た
「
認
知
症

支
援
S
O
S
探
索
訓
練
」
を
今
年
も
実

施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

あ住
民
検
診
・
が
ん
検
診
・

人
間
ド
ッ
ク

　

今
年
度
も
未
受
診
者
宅
へ
の
家
庭

訪
問
事
業
や
休
日
検
診
を
引
き
続
き

行
い
、
住
民
検
診
や
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
受

診
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
慢
性
腎
臓
病
や
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、　

歳
以
上
の
国

３５

保
加
入
者
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
加
入
者
に
、
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一

部
助
成
を
お
こ
な
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　

近
年
、
療
養
給
付
費
の
増
加
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
健
事
業
に
よ
る

早
期
発
見
、
早
期
受
診
の
勧
奨
や
保
健

指
導
等
の
実
施
と
併
せ
て
、
医
療
費
通

知
や
後
発
医
薬
品
差
額
通
知
等
に
よ

り
、
医
療
費
の
理
解
と
適
正
受
診
を
呼

び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

病
院
事
業

　

今
年
度
も
計
画
的
な
医
療
機
器
の

更
新
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
６
月
に
魚
沼
基
幹
病
院
が
開

院
す
る
な
ど
魚
沼
地
域
の
医
療
再
編

が
進
む
こ
と
か
ら
、
魚
沼
医
療
圏
に
お

け
る
役
割
り
な
ど
を
指
定
管
理
者
と

共
に
考
え
る
な
か
で
、
安
全
安
心
な
医

療
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業

　

子
ど
も
は
町
の
宝
で
す
。
安
心
し
て

子
供
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
の
整

備
と
と
も
に
、
新
年
度
も
「
す
く
す
く

子
育
て
応
援
金
」
の
支
給
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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環
境
・
く
ら
し
・

    
社
会
基
盤

環
境
衛
生

あ
　

一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

本
年
２
月
３
日
に
南
魚
沼
市
、
魚
沼
市

と
「
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
関
す
る

基
本
合
意
書
」
を
締
結
し
て
お
り
、
平

成　

年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
具

３５
体
的
に
建
設
準
備
に
着
手
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
向
け
た

基
本
方
針
と
し
て
は
、「
ご
み
の
減
量

化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
」、「
施
設
建

設
、
維
持
管
理
に
係
る
経
費
の
節
減
」、

「
環
境
に
や
さ
し
い
施
設
整
備
」、「
効
率

的
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
行
き
届
い
た

収
集
運
搬
体
制
の
確
立
」
を
４
本
の
柱

と
し
、
２
市
１
町
の
共
通
の
認
識
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
施
設
は
、
可
燃
ご
み
及

び
不
燃
ご
み
処
理
施
設
、
並
び
に
そ
の

他
必
要
に
な
る
施
設
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
は
、
４
月
に
南
魚
沼
市
廃
棄
物
対

策
課
に
準
備
係
を
設
け
、
平
成　

年
度

３０

の
用
地
取
得
、
平
成　

年
度
の
施
設
建

３２

設
着
手
、
平
成　

年
度
の
供
用
開
始
に

３５

向
け
て
、
２
市
１
町
で
連
携
を
密
に
し
、

共
通
の
認
識
の
も
と
に
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ道
路
・
橋
梁
・
河
川
の
維
持
整
備

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
順
次
整
備
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
は
昨
年
に
引
き

続
き
、
東
山
線
の
高
速
道
路
下
か
ら
立

柄
橋
間
の
改
良
と
戸
沢
３
号
線
の
一

部
未
整
備
区
間
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
赤
湯
線
の
拡
幅
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
路
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
安
全
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
や
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
よ
り
、
消
雪
施
設
を
は

じ
め
と
す
る
道
路
構
造
物
、
舗
装
、
橋

梁
の
改
修
や
維
持
修
繕
等
を
お
こ
な

い
ま
す
。
ま
た
、
水
路
や
小
河
川
の
維

持
整
備
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
道
・
県
道
整
備
促
進

　

国
道
関
連
は
昨
年
度
に
引
き
続
き

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
新
三
国

ト
ン
ネ
ル
の
早
期
工
事
推
進
や
歩
道

拡
幅
工
事
等
の
実
施
と
国
道　

号
三

１７

国
塩
沢
間
の
調
査
、
改
修
や
国
道
３
５

３
号
県
境
部
の
調
査
採
択
に
向
け
要

望
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
県
道
関
連

は
原
新
田
・
堰
場
地
内
の
越
後
湯
沢
停

車
場
岩
原
線
の
改
良
事
業
を
始
め
、
未

採
択
路
線
の
要
望
活
動
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

あ公
園
の
維
持
整
備

　

公
園
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
中

央
公
園
の
施
設
改
修
に
着
手
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

改
修
を
お
こ
な
い
ま
す
。

砂
防
事
業
の
促
進

　

一
級
河
川
信
濃
川
水
系
の
魚
野
川

と
清
津
川
の
最
上
流
部
に
位
置
す
る

湯
沢
町
に
と
っ
て
、
河
川
事
業
や
砂
防

事
業
は
地
域
の
保
全
や
生
活
環
境
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
重
要
な
事
業

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
国
土
交
通
省
や

新
潟
県
に
河
川
・
砂
防
施
設
の
整
備
促

進
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
宅
、
事
業
用
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

　

住
宅
・
事
業
用
施
設
所
有
者
及
び
町

内
建
築
関
連
事
業
者
に
対
す
る
経
済

対
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
住
宅
、
事

業
用
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
は
今
年

度
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

克
雪
住
宅
の
整
備
支
援

　

住
宅
の
効
果
的
な
雪
処
理
を
行
う

た
め
に
、
克
雪
住
宅
を
新
設
、
又
は
住

宅
を
克
雪
住
宅
に
改
造
す
る
人
に
対

し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
対
象
工
事
費

の
一
部
を
補
助
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
冬
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
の

充
実

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
各
地
で
地
震

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
地
震
災

害
に
備
え
、
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
内
に
定

住
し
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
･耐
震

改
修
を
行
う
人
に
対
し
、
引
き
続
き
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
５，

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
民
間

特
定
建
築
物
の
耐
震
診
断
に
つ
き
ま

し
て
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ除
雪
体
制
の
強
化
充
実

　

冬
期
間
の
道
路
交
通
確
保
は
、
町
民

の
生
活
環
境
の
確
保
と
経
済
活
動
を

維
持
し
て
い
く
う
え
で
重
要
な
施
策

で
す
。
今
年
度
も
消
雪
パ
イ
プ
と
機
械

除
雪
を
主
体
に
、
国
土
交
通
省
、
新
潟

県
お
よ
び
地
域
住
民
と
相
互
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
安
全
で
効
率
の
良
い
除

雪
を
行
っ
て
い
き
す
。
ま
た
、
歩
行
者

空
間
確
保
に
つ
い
て
も
、
雪
道
計
画
に

よ
る
通
勤
通
学
路
及
び
冬
期
観
光
施

設
を
中
心
に
、
小
型
除
雪
機
械
に
よ
る

歩
道
除
雪
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。新ごみ処理施設建設に関する

基本合意書締結
東山線高速道路下から立柄橋間の改良
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あ三
俣
地
区
の
地
域
振
興
策

　

三
俣
地
域
振
興
策
の
ひ
と
つ
で
あ

る
道
の
駅
「
み
つ
ま
た
」
に
つ
い
て
、
三

俣
地
域
の
核
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

て
い
け
る
よ
う
、
地
域
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

街
な
み
修
景
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

清
津
川
護
岸
整
備
事
業
は
、
平
成　
２２

年
度
に
実
施
設
計
に
着
手
し
、
平
成　
２３

年
度
か
ら
一
部
測
量
と
物
件
調
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成　

年
度
か

２５

ら
一
部
工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
は
引
き
続
き
工
事
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
用
地
測
量
・
物
件
調
査

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

あ温
泉
街
の
無
電
柱
化
の
推
進

　

湯
沢
温
泉
通
り
活
性
化
計
画
の
中

の
温
泉
通
り
の
無
電
柱
化
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
道
路
管
理
者
の
新
潟

県
に
早
期
事
業
採
択
の
要
望
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、地
域
で
は「
温

泉
通
り
事
業
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、

魅
力
あ
る
地
域
の
演
出
等
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
湯
沢
町
も

西
口
駅
前
広
場
を
含
め
、
今
後
地
域
全

体
の
整
備
に
向
け
て
地
元
と
実
施
計

画
案
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ上
下
水
道
の
維
持
整
備

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安

心
し
て
利
用
で
き
る
水
質
の
確
保
と

安
定
供
給
を
図
る
た
め
に
、
大
刈
野
ポ

ン
プ
場
電
動
弁
更
新
や
魚
野
川
伏
流

水
濁
度
計
更
新
等
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
適
正
に
設
備
を
更
新
す
る

た
め
順
次
機
器
等
の
点
検
調
査
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
湯
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
改
修
工
事
を
引
続
き
実
施
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
三
俣
地
区
は
早
期
の
供

用
開
始
を
目
指
し
、
引
続
き
管
渠
の
埋

設
工
事
と
処
理
場
の
建
設
工
事
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

あ安
心
安
全
対
策
の
推
進

（
災
害
関
係
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業
）

　

今
年
度
は
南
魚
沼
市
と
共
同
で
整

備
し
て
き
た
消
防
・
救
急
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
事
業
の
完
了
年
度
と
な
り
ま
す
。

整
備
後
は
、
消
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
装
置

か
ら
の
一
斉
放
送
が
町
内
７
か
所
で

可
能
と
な
り
、
緊
急
時
に
お
い
て
町
か

ら
音
声
に
よ
り
情
報
を
流
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
F
M
ゆ
き
ぐ

に
」
放
送
の
受
信
困
難
地
区
で
あ
る
浅

貝
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
中

２７

に
中
継
所
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
災

害
等
の
情
報
が
受
信
で
き
る
緊
急
告

知
ラ
ジ
オ
の
配
布
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
受
信
困
難
地
区
と
し
て

残
る
二
居
及
び
三
俣
地
区
に
つ
い
て

も
、
順
次
解
消
に
向
け
て
検
討
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

あ国
土
調
査
事
業
の
推
進

　

平
成　

年
度
は
、
宮
林
地
区
の
法
務

２７

局
へ
の
認
証
を
申
請
し
、
平
成　

年
度

２６

に
立
ち
会
い
を
実
施
し
た
役
場
を
含

む
小
原
・
石
白
地
区
の
閲
覧
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
石
白
・
奈
良
山

地
区
で
は
町
道
城
平
線
北
側
か
ら
穴

沢
河
川
公
園
・
南
越
後
観
光
バ
ス
付
近

を
囲
ん
だ
区
域
の
約
１，
４
５
０
筆
、

０．
３
３
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
一
筆

地
測
量
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

  
教
育
・
文
化
・
交
流
・

  
ス
ポ
ー
ツ

子
育
て
支
援
の
充
実

　

子
育
て
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
４

月
に
子
育
て
支
援
課
を
設
置
し
、
保
小

中
一
貫
し
た
子
育
て
・
教
育
が
で
き
る

よ
う
、
保
健
師
・
嘱
託
の
管
理
指
導
主

事
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
保
健
医
療

セ
ン
タ
ー
内
で
病
児
・
病
後
児
保
育
を

始
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
度
の
認

２８

定
こ
ど
も
園
の
開
園
に
向
け
、
延
長
保

育
の
充
実
と
休
日
保
育
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

あ湯
沢
学
園
開
校

　

湯
沢
学
園
が
開
校
し
、
１
年
が
経
過

い
た
し
ま
す
。
開
校
当
初
は
保
護
者
や

地
域
の
方
か
ら
、
多
く
の
意
見
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
学
園
教
職

員
・
教
育
委
員
会
が
共
に
手
を
携
え
、

一
つ
一
つ
解
決
を
図
り
な
が
ら
着
実

に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
子
ど

も
達
が
よ
り
良
い
学
園
生
活
を
お
く

れ
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ湯
沢
学
園
建
設

　

湯
沢
学
園
は
４
月
よ
り
、
認
定
子
ど

も
園
棟
と
駐
車
場
等
の
外
構
設
備
の

建
設
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
平
成　

年
２７

　

月
末
に
は
完
成
す
る
予
定
で
あ
り

１１ま
す
。
こ
の
建
設
に
際
し
、
建
設
事
業

者
・
町
・
学
園
が
互
い
に
協
力
し
、
安

全
な
施
工
と
子
供
た
ち
が
安
心
な
学

園
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

あ
あ

生
涯
学
習
の
推
進
と
文
化
振
興

　

現
在
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
間
の

２８

１０

湯
沢
町
の
生
涯
学
習
の
基
本
と
な
る

生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て

お
り
ま
す
。
平
成　

年
度
に
は
ア
ン

２６

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
平
成　

年
度

２７

に
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

　

越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
は
平
成　
２７

年
度
で　

回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を

２０

記
念
し
て
、
県
立
近
代
美
術
館
の
所
蔵

品
と
の
コ
ラ
ボ
展
や
、
新
潟
市
の
メ

デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
の
展
覧
会
等
を
開

催
す
る
方
向
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

あ人
権
啓
発
の
推
進

　

今
年
度
は
新
潟
県
か
ら
受
託
の
「
地

域
人
権
啓
発
活
動
活
性
化
事
業
」
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
事
業
の
主
な
内
容
は
、

町
民
向
け
の
人
権
啓
発
講
演
会
並
び

に
職
員
向
け
人
権
教
育
研
修
会
等
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
人
権
に
つ
い
て
は

差
別
や
い
じ
め
、
虐
待
等
が
社
会
問
題

化
し
て
お
り
、
課
題
も
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
こ
う
し
た
事
業
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
職
員
の
人
権
意
識
が
さ
ら
に
高
ま

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。



��

あ婚
活
支
援
事
業

　

平
成　

年
度
か
ら
婚
活
支
援
事
業

２７

を
実
施
し
、
結
婚
を
望
む
独
身
の
方
を

支
援
い
た
し
ま
す
。

あ姉
妹
都
市
交
流

　

平
成　

年
度
に
湯
沢
町
は
ア
メ
リ

２４

カ
ユ
タ
州
の
マ
グ
ナ
と
姉
妹
都
市
と

な
り
、
翌
年
に
は
前
町
長
が
記
念
植
樹

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成　

年
２７

度
に
は
マ
グ
ナ
か
ら
湯
沢
町
に
記
念

の
植
樹
を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
り
ま

す
。
マ
グ
ナ
と
は　

年
を
超
え
る
教
育

１０

交
流
で
厚
い
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
交
流
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　

昨
年
６
月
２
日
に
開
催
地
と
し
て

立
候
補
し
、
７
月　

日
の
全
日
本
ス

１５

キ
ー
連
盟
理
事
会
で
、
平
成　

年
２
月

２８

　

・　

日
に
開
催
さ
れ
る
F
I
S
ア
ル

１３

１４

ペ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催

会
場
地
と
し
て
湯
沢
町
の
苗
場
ス

キ
ー
場
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
が
中
心

と
な
り
、
ス
ポ
ン
サ
ー
獲
得
に
尽
力
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
湯
沢
町
と

い
た
し
ま
し
て
も
「
世
界
に
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
湯
沢
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
外
国
人

の
ス
キ
ー
客
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ

と
。
ま
た
、
少
年
た
ち
に
世
界
の
技
を

み
て
も
ら
い
、
自
ら
も
世
界
に
挑
戦
し

て
も
ら
い
た
い
。」
こ
の
思
い
を
込
め

て
、
町
内
外
の
皆
様
に
協
賛
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

   
税
収
確
保
対
策
等

町
税
の
賦
課
と
徴
収

　

町
税
収
入
は
、
町
財
政
の
根
幹
で
あ

り
、
適
正
な
課
税
と
税
収
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

課
税
に
つ
い
て
は
、
３
年
ご
と
に
評

価
を
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
固

定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の
評
価
替

え
を
、
平
成　

年
度
に
行
い
ま
す
。
ま

２７

た
、
昨
年
度
判
明
し
ま
し
た
個
人
住
民

税
の
一
部
課
税
誤
り
に
つ
い
て
も
、
課

税
前
の
所
得
調
査
な
ど
の
実
施
に
よ

り
、
再
発
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

徴
収
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
も
税
収

の
確
保
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、
嘱
託

員
の
配
置
な
ど
収
納
対
策
に
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
徴
収
率
は
、
こ

こ
数
年
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
県
内
自
治
体
の
中
で
下
位

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
徴
収
率

の
向
上
と
滞
納
額
の
減
少
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
ず
、
少
額
の
滞

納
が
生
じ
た
時
点
で
、
早
期
に
納
付
勧

告
や
臨
戸
徴
収
、
納
税
相
談
を
実
施
し
、

滞
納
額
増
加
の
芽
を
摘
む
よ
う
対
応

い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
納
税
意
識
の

希
薄
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
実
態
調

査
を
行
い
、
預
貯
金
の
差
押
え
や
動

産
・
不
動
産
の
公
売
な
ど
滞
納
処
分
を

適
正
に
お
こ
な
い
、
税
の
公
平
性
と
税

収
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
と
県
の
合
同
徴
収
組

織
、
新
潟
県
徴
収
機
構
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
以
降
も
３
年
間
延
長
さ

２７

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

県
と
の
連
携
協
力
関
係
を
強
め
、
滞
納

整
理
の
強
化
、
収
納
技
術
の
レ
ベ
ル
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
制　

周
年
記
念
事
業

６０

　

昭
和　

年
３
月　

日
、
５
村
が
合
併

３０

３１

し
、
湯
沢
町
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で

　

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ

６０き
年
を
発
展
す
る
湯
沢
町
の
ス
タ
ー

ト
と
す
る
た
め
に
も
、
過
去
を
振
り
返

り
、
町
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
の

記
念
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

「
記
念
式
典
の
開
催
」「
記
念
誌
の
発
行
」

な
ど
を
含
め
今
後
決
定
し
て
ま
い
り

ま
す
が
、
本
年
度
は
統
合
文
教
施
設
の

竣
工
や
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
開
催
な
ど
、
将
来
に
つ
な
が
る

大
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
と

合
わ
せ
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
導
入
事
業

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
つ
い
て

は
、
総
務
省
の
指
針
に
基
づ
き
、
平
成

　

年　

月
か
ら
個
人
番
号
の
付
番
及

２７

１０

び
町
民
へ
の
番
号
通
知
が
開
始
さ
れ
、

ま
た
、
平
成　

年
１
月
か
ら
は
個
人
番

２８

号
カ
ー
ド
の
交
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

制
度
の
本
格
的
な
始
動
は
、
地
方
公
共

団
体
を
含
む
行
政
機
関
の
情
報
連
携

が
開
始
さ
れ
る
平
成　

年
７
月
か
ら

２９

の
予
定
で
す
。
町
と
し
て
は
、
総
務
部

の
情
報
担
当
課
を
は
じ
め
、
関
係
部
署

が
連
携
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
制
度
の
導
入

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�������

以
上
、
平
成　

年
度
の
町
政
運

２７

営
の
基
本
姿
勢
及
び
主
要
施
策

の
概
要
並
び
に
予
算
案
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
私
は
今
後

と
も
町
民
の
皆
様
方
の
目
線
に

立
ち
、
職
員
と
と
も
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
の
た
め
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

湯
沢
町
長
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あおぞらのように大きく爽やかに　秋桜のように凛々しくたくましく
未来の湯沢町を拓く子どもを育む、湯沢学園の情報をお届けします

�橋梨乃さんが書き初め大会で特選を受賞！
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　� 申請書
　 教育課学校教育班にあります

　� 添付書類
　 �平成２６年分の町民税の課税証明書、
　　   確定申告書の写し、源泉徴収票など
　　　生計を一にする世帯全員の収入および所得
　　　を確認できるもの

　 �町民税、事業税、固定資産税、国民年金掛金、
　  国民健康保険料（税）の減免及び免除を受け
　  た場合はその決定通知書の写し

�������（平成 2７年度分受付）

�月�日�～��日�

　問　湯湯沢町教育委員会沢町教育委員会　教教育課育課

　　　��７７８４ー２２１８４ー２２１１１

就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制学援助制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
申請はお済みですか？

就学援助制度は、経済的理由により就学困難
な児童生徒が、義務教育を円滑に受けることが
できるように、学用品費や給食費等の費用の一
部を援助する制度です。
保護者の申請に基づき教育委員会がその内容
を審査し、認定した場合に町の予算の範囲内で
支給されます。認定は単年度ごととなりますの
で、現在認定され
ている方も年度
初めには再度申
請が必要です。
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　惜しくも予選敗退
　井熊 倭選手

中 …中学校の行事

小 …小学校の行事

学年始休業（6日まで）

新学級発表（8日朝まで）
ＰＴＡ正副会長会
学年ＰＴＡ【新 8、9年】

新入生事前指導

新任式・始業式

入学式　　学年ＰＴＡ【新 7年】

発育測定【1～ 3年】

心臓検診【1年】　　
第Ⅰ期時間割開始

ＮＲＴ学力検査【2～ 9年】　 全校朝会
児童生徒会オリエンテーション【5～9年】

地区子ども会 集団下校　　　ＮＲＴ②
地区生徒集会

　11日�

　12日�

　16日�

　17日�

　18日�

　10日�

　13日�

　14日�

　15日�

PTA 評議員会　　発育測定

心臓検診【7年】

生徒朝会
全国学力・学習状況調査【6・9年】

専門委員会　　歯科検診①
視力・聴力検査【1～ 3年】

1年生歓迎会

部集会　　  視力・聴力検査【4～ 6年】
歯科検診②　　　部活動夏時間開始

知能検査【2・4・6・7・9年】
全校朝会

学習参観・学年懇談会・ＰＴＡ後援会総会

自転車安全教室

中

��������

中

中

小

中

中

小

中
中

中

中

中

27 日�　教育委員会定例会

湯沢町役場会議室で午前９時３０分開会の予定です。会議は非公開部分を除き傍聴できます。希望される場合は
　事前に教育委員会教育課（�７８４－２２１１）までお問い合わせください。

　16 日�

　17日�

　21日�

　22日�

　23日�

　24日�

　27日�

　28日�

　30日�

中

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
こわれないシャボン玉だけど、キラキラしてるよ！

問　地域交流センター
　　�７８４ー３０３３

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
日にち　�月�日 �

時　間　午後１時 30分～午後 3時

会　場　地域交流センター（湯沢学園）

対　象　小学生と保護者
　　　　低学年の人は保護者の方と
　　　　一緒にご参加ください。

参加費　１人　200 円

申　込　4月 2日�まで
　　　　地域交流センター
　　　　まで電話等でお申
　　　　し込みください。

※
作
品
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

小

中

中
小

小
中 中

小
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問 湯沢町公民館　湯沢町公民館  �７８４ー２４６０

図書室

　湯沢学園図書室の４月の一般開放は下記のとおり
です。なお、新潟県立図書館から「体と心の健康」「イ
ンドア」「くらし」に関する本（約３００冊）をお借り
することにしましたので、ぜひご覧ください。

開 放 日　  ４月１１日、１２日、１３日、１４日、１５日、
　　　　　  　　１６日、１１日、１２日、１８日、１９日、
　　　　　　　  ２５日、２６日、２９日
　　　　　　（学園が休みの土曜、日曜、祝日、
　　　　　　  年末年始を除く長期休暇）

開放時間　午前１０時から午後４時

蔵書数　・児童生徒用図書　約１９,０００冊
　　　　　（一般閲覧可、一般貸出不可）
　　　　・一般用図書　約１,０００冊
　　　　　（一般閲覧・貸出可）

　　　　※児童生徒はともに閲覧・貸出可

〇図書貸出については公民館図書室と共通の図書利用者
　カードが必要です。（事前に公民館へ申し込みください）

〇貸出検索システムを導入し、学園図書室、公民館図書室
　の蔵書検索ができます。

〇地域交流棟地域交流センター玄関をご利用ください。
　（下記のとおり）

湯沢学園図書室４月の一般開放湯沢学園図書室 ４月の一般開放日日

学園図書室案内図

　

気
楽
な
雰
囲
気
の
中
で
、

町
民
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

����������������������������� ����������������������������� ����������������������������� ��������������������������������� ������������������������������
田村町長と直接お話ししませんか？

４月の開店日

　�月��日�　午前９時～１１時３０分 （３０分×５組）
　  　　　　　　　�時間は１組３０分とします。

申し込み

　�月��日�まで
　　指定の用紙にご記入のうえ、事前に役場企画政策室へ　
　提出、もしくはFAXで申し込みが必要です。
　（用紙は役場企画政策室にあります）
　※申し込みは５組までとし、先着順とさせていただきます。

申し込み先
　企画政策室　�７８４－３４５４　�７８４－１８１８
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問　湯沢町保健センター　�７８４－３１４９

会 場時 間対 象種 目日

総合福祉センター１３:００集合平成２５年８月～９月生まれ１歳６か月児健診３日�

総合福祉センター１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母子手帳交付７日�

総合福祉センター１０:１５集合平成２６年２月～３月生まれ１歳児歯科健診

１４日� 総合福祉センター９:００集合平成２５年２月～３月生まれ２歳児歯科健診

総合福祉センター１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母子手帳交付

総合福祉センター１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母子手帳交付２１日�

総合福祉センター９:３０集合平成２６年８月～９月生まれ６か月児健診
２８日�

総合福祉センター１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母子手帳交付

４月の保健衛生行事

ワン・ツー・キッズ (スタッフ常駐 )

日時　４月１０日�・１７日�・２４日�

　　　午前１０時～正午

場所　カルチャーセンター  小ホール

対象　１歳～就園前の親子・家族の方
　　※１７日�は、講師の先生による運動遊びが行われます。

土樽ふれあい広場 (スタッフ常駐 )

日時　４月２８日�　　午前１０時～正午

場所　湯沢町農山村開発総合センター（�７８７－３００２）

対象　０歳～就園前の親子・家族の方

内容　「手作り玩具を作ろう！」
　　　…広い畳の上で、ままごと等の玩具を広げて遊んだり、
　　　　お茶を飲みながら、子育ての情報交換をしましょう。

申込　４/２７�までにお申し込みください。ただし、定員に
　　　達し次第締め切らせていただきます。
　　　�申込先…子育て支援センター

費用　親子１組１００円（当日徴収）

持物　手拭きタオル・水筒（お子さんの水分補給）

ふれあい広場 (スタッフ常駐 )

日時　４月８日�・１５日�・２２日�

　　　午前１０時～正午

場所　カルチャーセンター  小ホール

対象　０歳～就園前の親子・家族の方

問　子育て支援センター　　�７８０－６１６３
　　湯沢町公民館　　　　　�７８４－２４６０

子どもひろば (スタッフ常駐 )

日時　４月７日�・１４日�・２１日�
　　　午前１０時～正午

場所　公民館１階和室

対象　０歳～就園前の親子

　　※２１日�は、虹の会による絵本の読み聞かせ
　　　があります。

赤ちゃんひろば　フリー開放

日時　４月３日�・１０日�・１７日�・２４日�

　　　午前１０時～正午

場所　公民館１階和室

対象　０歳～１歳半程度
　　※１０日�は、虹の会による絵本の読み聞かせ
　　　があります。
　　※２４日�は、講師の先生による赤ちゃん
　　　マッサージ・リズム運動が行われます。

絵本のひろば (スタッフ常駐 )

日時　４月１０日�　午前１１時～１１時３０分
　　　　（赤ちゃんひろばと同時開催）
　　　４月２１日�　午前１１時～１１時３０分
　　　　（子どもひろばと同時開催）

場所　公民館１階和室

対象　０歳～就園前の親子
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町民課
�町民窓口係
　戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、パスポート、
　国民年金の届出など

�国保給付係
　国民健康保険、後期高齢者医療保険、児童手当、　　
　子ども医療費、妊産婦医療費、子育て支援金など

会計室　現金の出納及び保管など

税務課
�住民税係
　町民税、国民健康保険税、入湯税、たばこ税など

�資産税係
　固定資産税、軽自動車税、国土調査など

�収納係
　町税・料金の収納、督促、滞納整理など

町民課・会計室

税
務
課

観光
商工課

環境
農林課

観光商工課
�観光商工係
　観光業・商工業の振興、消費　
　者行政、労働行政、企業育成、
　産業育成、共同浴場その他観
　光施設に関すること、山岳遭
　難救助に関することなど

環境農林課
�環境係
　生活環境、公害防止、 町営墓地、狂犬病予防注射、自然保護、
　ごみ、自然公園に関すること、利雪・克雪に関することなど

�農林係
　農林水産業の振興、鳥獣被害対策、農地の総合調整、農林土木施設　　
　 及び体験施設等の設置及び管理に関することなど

税
務
町
民
部

産
業
観
光
部

４月から４月からのの

各課配置各課配置図図

健康増進課
�健康増進係
　健康診査、保健センター事業、地域包括
　支援センター業務、町立病院事業に
　関することなど

福祉介護課
�福祉係
　老人福祉、障がい者福祉、
　生活保護など

１階

健康福祉部

�介護保険係
　介護保険に関することなど
　

（湯沢町総合福祉センター内）

※７月頃に「観光商工課・環境農林課」と「税務課」の場所が入れ替わる予定です。

�

正面玄関

ロビー

　２月２２日の広報でもお知らせしましたが、機構改革により平成

２７年４月から部課係制でスタートすることになりました。

　以下に４月からの各課配置図と、主な業務についてお知らせし

ますので、役場に来庁・お問い合わせいただく際の参考にしてく

ださい。
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建設課
�建設整備係
　道路、河川施設等の　
　建設、都市計画など

�三俣地域振興対策係
　三俣地域振興対策

�維持管理係
　道路・公園等の管理、
　道路除雪など

上下水道課
�業務係
　上下水道事業の財務
　管理、上下水道料金に
　関すること

�施設係
　上下水道施設の工事、
　事業計画に関する　
　ことなど

企画
政策課

総務
管理課

建設課

上下
水道課

議会
事務局

総務管理課
�総務係
　秘書、広報・広聴、交通安全　　　
　交通災害共済、文書受理及び
　発送、選挙管理委員会など

�防災管財係
　防災・防犯、消防団、国民保護、
　町有貸付地、庁舎の管理など

企画政策課
�企画係
　町の総合的施策、地域交通、定住促進、
　企業誘致、起業支援、統計調査など

�財政係
　予算編成及び執行管理、地方交付税、町債、入札
　 執行及び契約、電子自治体の推進、庁内情報シス
　 テム等の運用・管理及び保守など

地域整備部

２階

総
務
部

議会事務局
�庶務係
　町議会の会議録、
　傍聴など議会
　事務に関する
　ことなど

議会事務局

教育課
�学校教育係
　小中学校・特別支援学級に関すること、
　奨学金・就学援助制度に関することなど

３階

子育て支援課
�子育て支援係
　保育園に関すること、
　学童保育・病児保育
　に関することなど

ワールドカップ推進室
�総務係
　ワールドカップ開催に関することなど

議
場

�生涯学習係
　公民館事業、童画のまちづくり、社会体育、地区館、文化財に関することなど

ワールド
カップ
推進室

子育て
支援課

教
育
課

子
育
て
教
育
部

（湯沢町公民館内）
※１２月頃に「子育て支援課」
は湯沢学園内の認定こども
園棟に移る予定です。
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平成２４～２６年度
保険料年額

平成２７～２９年度
保険料年額

負担割合対象者所得段階

旧第１及び第２段階
基準額×０.５０　２８,８００円２７，０００円基準額

×０.４５

生活保護被保護者、世帯全員が町民税　
非課税の老齢福祉年金受給者等
世帯全員が町民税非課税かつ本人年金　
収入等８０万円以下

第１段階

旧第３段階
基準額×０.７５　４３,２００円４５，０００円基準額

×０.７５
世帯全員が町民税非課税かつ本人年金　
収入等８０万円超１２０万円以下第２段階

旧第３段階
基準額×０.７５　４３,２００円４５，０００円基準額

×０.７５
世帯全員が町民税非課税かつ本人年金　
収入等１２０万円超第３段階

旧特例第４段階
基準額×０.９１　５２,８００円５４，０００円基準額

×０.９０
本人が町民税非課税（世帯に課税者が
いる）かつ本人年金収入等８０万円以下第４段階

旧第４段階
基準額×１.００　５７,６００円６０，０００円基準額

×１.００
本人が町民税非課税（世帯に課税者が
いる）かつ本人年金収入等８０万円超第５段階

旧第５段階
基準額×１.２５　７２,０００円７２，０００円基準額

×１.２０
町民税課税者のうち、前年の合計所得が
１２０万円未満の者第６段階

旧第５段階
基準額×１.２５　７２,０００円７８，０００円基準額

×１.３０
町民税課税者のうち、前年の合計所得が
１２０万以上１９０万円未満第７段階

旧第６段階
基準額×１.５０　８６,４００円９０，０００円基準額

×１.５０
町民税課税者のうち、前年の合計所得が
１９０万円以上２９０万円未満第８段階

旧第６段階
基準額×１.５０　８６,４００円１０２，０００円基準額

×１.７０
町民税課税者のうち、前年の合計所得が
２９０万円以上の者第９段階
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ほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっほっとととととととととととととととととととととと

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
平成２５年から第２次湯沢町ファミリー健康プラン平成２５年から第２次湯沢町ファミリー健康プランがが

スタートしました。 住民の声・目線・実態から導き出スタートしました。　住民の声・目線・実態から導き出ささ
れた課題を根拠として住民が健康づくりのために活用できる住民による住れた課題を根拠として住民が健康づくりのために活用できる住民による住民民
のための健康づくり計画ですのための健康づくり計画です。。
１０年後こうなってほしい湯沢の姿からキーワードを出し、健康の道しる１０年後こうなってほしい湯沢の姿からキーワードを出し、健康の道しるべべ
として普及活動を実施しています。推進委員会の話し合いを今後、健康ほっとして普及活動を実施しています。推進委員会の話し合いを今後、健康ほっとと
情報でシリーズ化してお知らせしていきます情報でシリーズ化してお知らせしていきます。。

自
然
を
大
事
に

人
に
や
さ
し

自
然
を
大
事
に　

人
に
や
さ
し
いい

ふ
れ
あ
い
の
あ
る

元
気
な

ふ
れ
あ
い
の
あ
る　

元
気
な
町町

PPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaarrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrtttttttttttttttttttttPart 1111111111111111111111

を
目
指
し

を
目
指
し
てて

今 回 は運動推進について

Ｈ３４目標値Ｈ２４現状値

　小学生　……９１％

　中高生　……５６％

学校以外に外遊びや運動の
機会がある子どもの割合

　小学生　　……８５％

　中高生　　……３７.２％

　青壮年期……４３％

　高齢期　……７１％

運動習慣がある人の割合

　青壮年期　……３９.４％

　高齢期　　……６４.８％

２１種類
ユースポ！教室数
　　　　　　……１９種類

４箇所
町内のウォーキングロードの
増加　　　　……３箇所

５３人
介護予防アシスタント数の
増加　　　　……４８人

１９人
介護予防ボランティアスタッ
フの増加　　……１７人

２８５人
介護予防事業の参加率
　　　　　　……２５９人

１０年後の目指す１０年後の目指す姿姿

身近なところで運動ができ身近なところで運動ができるる
環境があ環境があるる

運動習慣が、からだやここ運動習慣が、からだやこころろ
に必要だということを理解しに必要だということを理解し、、
運動が習慣化でき運動が習慣化できるる

目指す目指す姿姿
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健康ほっと情報

・福祉健康フェスティバルの際にからだの歪みチェック・福祉健康フェスティバルの際にからだの歪みチェックとと
歪み解消のための方法（ストレッチや整体）を体験、ユ　歪み解消のための方法（ストレッチや整体）を体験、ユーー
スポ！の教室の紹　スポ！の教室の紹介介
・広報でのユースポ ! の教室の紹・広報でのユースポ ! の教室の紹介介
・介護者のつどいややまぶきの集いなどの既存のつどい・介護者のつどいややまぶきの集いなどの既存のつどいにに
ユースポ ! 講師派　ユースポ ! 講師派遣遣
・温水健康体操教・温水健康体操教室室
　新規者６か月無料モニター開始（引き続きモニター募集中新規者６か月無料モニター開始（引き続きモニター募集中））

　運動習慣を継続するためには教室に参加することが運動習慣を継続するためには教室に参加することがおお
勧めですが、お手軽に歩くこともお勧めです。これから勧めですが、お手軽に歩くこともお勧めです。これからはは
芽吹きの季節を迎え、歩くのにとても良い時期です。皆芽吹きの季節を迎え、歩くのにとても良い時期です。皆ささ
んも今より週に７０００歩多く歩くよう心がけてみましょうんも今より週に７０００歩多く歩くよう心がけてみましょう。。

今より週に７０００歩増 !今より週に７０００歩増 !　
歩け!歩け! 自然のなか　　歩け!歩け!　自然のなかでで

　７０００歩は、1日１０００７０００歩は、1日１０００歩歩

１０００歩＝約７００ｍ＝１０分間　１０００歩＝約７００ｍ＝１０分間　

　もしくは 1時間の運動に相当する運動量もしくは 1時間の運動に相当する運動量。。
こまぎれでもまとめてでも自分に合ったこまぎれでもまとめてでも自分に合った方方
法で。慣れたら、さらに「今より週に７０００歩法で。慣れたら、さらに「今より週に７０００歩」」

”ピンピンきらり””ピンピンきらり”でで
健康寿命をのばしましょ　　健康寿命をのばしましょうう

　足腰を弱らせない、畑仕事、除雪作足腰を弱らせない、畑仕事、除雪作業業
も運動のひとつ安全に、無理せず、続も運動のひとつ安全に、無理せず、続けけ
ましょましょうう

運動の習慣化が大事だよ運動の習慣化が大事だよねね
運動できる場があるといいよ運動できる場があるといいよねね

どうしたら目指す姿が実現できるかなどうしたら目指す姿が実現できるかなぁぁ

　運動をしている人はどんどん運動している。
運動をしている人としていない人の差がある。
運動しない人に運動の紹介をして、「気持ちが
いいね」「運動したほうがいいね」と言ってくれ
る人はいるが、実際には運動の習慣化や教室の
継続参加にまでは至っていない。

推進委員会では…

今後も住民と一緒に健康づくりを推進していきます今後も住民と一緒に健康づくりを推進していきます！！
次回は、たばこ・アルコールについてお知らせします次回は、たばこ・アルコールについてお知らせします。。

平成２６年度の取り組み（抜粋）

町の健康づくりに携わって町の健康づくりに携わって、、
こんないいこともこんないいことも！！

��子どもたちの名前と顔がわ子どもたちの名前と顔がわかか
　るようになり声をかけられるようになり声をかけられるる
ようになった　ようになった。。

��子どもたちの活動に関わる子どもたちの活動に関わるよよ
うになって、周りの大人た　うになって、周りの大人たちち
が子どもの活躍　が子どもの活躍にに
関心をもってい　関心をもっているる
こと　ことにに気がついた気がついた。。

　運動習慣のない人が取り組みやすいものと
してストレッチ教室を開催してみたけれど思
うように参加者が増えなかった。

課題

課題

仲間で誘い合おう！
運動している人に、運動の良さを
周りのみんなに伝えてもらおう !
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今年度、町では新潟県減塩ルネッサンス運動や湯沢町食育推進今年度、町では新潟県減塩ルネッサンス運動や湯沢町食育推進計計
画に基づき「減塩運動」に取組んできました画に基づき「減塩運動」に取組んできました。。
その一環として平成２６年１１月～１２月に全町を対象に地域で活その一環として平成２６年１１月～１２月に全町を対象に地域で活動動
している食生活改善推進員の協力のもと、みそ汁の塩分調査を２９５している食生活改善推進員の協力のもと、みそ汁の塩分調査を２９５人人
の皆様に協力していただきました。集計結果は以下の通りですの皆様に協力していただきました。集計結果は以下の通りです。。

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ
み
そ
汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁
か
ら
見
え

か
ら
見
え
るる
湯
沢
の

湯
沢
の
減
塩
状
況

減
塩
状
況

みそ汁に関する調査（町内２９５人の方を対象みそ汁に関する調査（町内２９５人の方を対象））

２９５人

１日にみそ汁を飲む量

１杯…１７８人
（６０％）

２杯…８５人
（２９％）

３杯以上…１３人
（４％）

未記入…１９人
（７％）

２９５人

みそ汁の具の数

２つ…５９人
（２０％）４以上…７３人

（２５％）

未記入…１８人
（６％）

１つ…９人
（３％）

３つ…１３６人
（４６％）

�みそ汁を飲む杯数
　みそ汁を飲む杯数は１日平均
　１．４杯、１日３杯以上飲む人は
　４％。

�みそ汁の具の種類数
　具の種類数は平均２．９種類、　
　２種類以下の方は全体の２割。

�みそ汁の塩分濃度
　全測定値の平均は０．４％でした。
　（みそ汁１５０gでの塩分摂取）
　【塩分濃度】
　　０．６%～０．８%未満
　　　………５７．６％
　　１％以上の人
　　　………１１．４％でした

　みそ汁の具の種類が少ないほど、
　　　　　　塩分濃度が高いことがわかりました

　そのためにはみそ汁の塩分濃度は０．８％を目安にしましょう。お椀１杯飲むと約１．２g
の塩分を摂取する計算です。あわせてみそ汁の具を「具だくさん」にすると野菜不足の解消
にも一役かいますし、カリウムが多くとれ余分な塩分を排出してくれる効果もあります。

　塩分は高血圧の最大の敵！

　国の指針では、塩分摂取目安量は男性９．０g、女性７．５g未満が望まし
いとされています。また、高血圧学会の推奨は６g未満となっています。

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
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みそ汁の塩分濃度
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健康ほっと情報

�減塩の効果・・・脳卒中・胃がんの病気のリスクを低下することができます。
にいがた減塩ルネサンスの目標（１日１人当たり）
①野菜１皿運動（１日の目標３５０g…例えば１皿７０ｇのおひたし５皿）
②果物１日１個程度の摂取

　　　　　　　

　みそ汁は１日１杯、薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄薄味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味薄味 で 具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくさささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん具だくさん がおすすめです。

�

�

 減 塩 で病気のリスク低下 

最高血圧平均値　２mmHg低下の効果食塩１ｇ減　カリウム３００㎎増

　先人の知恵でうまれた味噌は、微生物の働きでの発酵食品。食塩と畑の肉といわれる大豆を主原料に
味噌としょうゆができます。味噌には整腸作用、老化防止、コレステロール抑制等の効果があります。

　高血圧のリスク要因である塩分摂取量について、実態把握が必要であることから湯沢町住民健診と国保
ドッグ受診者の方に尿中ナトリウム・カリウム量検査を健診項目に追加し、生活習慣を見直すきっかけ、意
識づけを行いました。またそれぞれ１５ｇ以上の方を対象に、湯沢保健医療センターと連携をしてCKD（慢
性腎臓病）予防教室を開催しました。

生活習慣病予防対生活習慣病予防対策策

平均
　男性 １２.３g（推奨は９g未満）
　女性 11.６g（推奨は７.５g未満）

ー２６年度尿中ナトリウム、カリウム量検査結果ー
　　期間　２６年５月～２７年１月
　　対象　１９歳～６９歳以下の国保ドック、住民健診受診者
　　　　　８７１人（男性：４２３人　女性：４４８人）

女性男性人数

４８２７７５３９歳以下

５１４９１００４０歳代

９６９５１９１５０歳代

２５３２５２５０５６０歳代

４４８４２３８７１計

Ｈ２６尿中塩分測定者数

�
生
活
習
慣
病
の
恐
ろ
し
さ
は
、
自
覚
症
状

　

が
現
れ
て
か
ら
で
は
遅
い
と
い
う
こ
と
。

　
「
数
値
が
少
し
高
い
け
ど
ま
だ
大
丈
夫
」
は

　

キ
ケ
ン
で
す
！

カリウム成人目標量

　男性２,５００mg　女性２,０００mg
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閲覧
固定資産課税台帳
固定資産課税台帳のうち自己の資産について記載された部分を見ることができるとと
もに、借地・借家人等も課税台帳の閲覧ができます。

閲覧できる方と閲覧物件

閲覧物件閲覧に必要な書類    閲覧できる方   

当該納税義務者に関わる
固定資産

本人確認ができる運転免許
証や健康保険証など

※代理人の場合は上記のほ
かに委任状が必要

納税義務者、その代理人および同居の親族  

当該権利の目的である土地賃貸借契約書の原本など契
約関係の証明ができるもの
と、本人確認ができる運転
免許証や健康保険証など

借地人  

・土地の賃借権を有する者

・その他の使用または収益を目的とする権利　

　（対価が支払われているもの）を有する者

当該権利の目的である家屋
およびその敷地である土地

賃貸借契約書の原本など契
約関係の証明ができるもの
と、本人確認ができる運転
免許証や健康保険証など

借家人  

・家屋の賃借地を有する者

・その他の使用または収益を目的とする権利　

　（対価が支払われているもの）を有する者

当該権利の目的である固定
資産

税務課までお問い合わせく
ださい

固定資産の処分をする権利を有する一定の者  

・所有者（賦課期日後に取得した者）

・破産管財人等

湯沢町役場税務課（役場庁舎西館１階）

帳簿や台帳の内容について、電話での問い合わせにはお答えしていません。

ご了承ください。

閲覧場所

閲覧期間

手数料

通年（ただし、役場閉庁日を除く）　※平成２７年度分は４月１日�から

２５０円（ただし、左記の土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間中は無料）

固定資産課税台帳等の縦覧・閲覧

infomation

問　税務課  �７８４－３４５２
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縦覧
平成２７年度　土地・家屋価格等縦覧帳簿
納税者が所有する土地・家屋の価格と、他の納税者の土地・家屋の価格を比較できる
ように、縦覧ができます。

湯沢町役場税務課（役場庁舎西館１階）

縦覧場所

縦覧期間

縦覧できる方

手数料

縦覧内容

〇土地・家屋の固定資産税納税者および同居の親族
〇納税者の代理人（委任状が必要）

�月�日�～�月�日�　
午前８時３０分～午後５時１５分（役場閉庁日を除く）

無料

〇土地価格等縦覧帳簿
　所在地番、地目、地積、価格

〇家屋価格等縦覧帳簿
　所在地番、家屋番号、用途、構造、床面積、価格

������

湯沢町公民館浅貝分館第１投票区

二居集会所第２投票区

旧三俣小学校第３投票区

旧神立小学校第４投票区

湯沢学園地域交流センター第５投票区

旧土樽小学校第６投票区

滝之又会館第７投票区

湯沢町公民館第８投票区

旧湯沢小学校第９投票区

��������
�������	�
����

　（第１、２、３投票区は、
　　　　　午後７時の閉鎖です）

���
�������	
���

������
�入場券は４月３日（金）世帯ごとに郵送されます。お手元
に届かない場合はお問い合わせください。

問　湯沢町選挙管理委員会　�７８４－２１２２

�����������������������
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※
太
字
の
投
票
所
は
午
後
７
時
で
閉
鎖
し
ま
す
。
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�
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�
�
�
�

次の方は不在者投票を
�仕事などで湯沢町以外の市町村で
投票される方（事前に町選挙管理委
員会へ「名簿登録地以外の選挙管理
委員会における不在者投票」の請求
が必要です）。

�不在者投票のできる指定施設に入
院・入所されている方で、その施設
で不在者投票をされる方（各施設に
ご確認ください）。

郵便等による
　　不在者投票もできます
身体障害者手帳をお持ちの方で、

〇両下肢・体幹・移動機能の障がいの
　程度が１級または２級
〇心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・
　直腸・小腸の障がいの程度が１級ま
　たは３級と記載されている方
そのほか、介護保険の被保険者証に
「要介護５」と記載されている方などが
郵便による投票（在宅投票）をするこ
とができます。
この郵便等による不在者投票には、
事前に町選挙管理委員会に申請し、郵
便等投票証明書などの交付を受ける
必要があります。希望される方は手続
きが必要となりますので、詳しくはお
問い合わせください。
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学習の講座  ( 成人の方が対象）

公民館講座に参加し、生涯学公民館講座に参加し、生涯学習習
の輪を広げませんか？多くのの輪を広げませんか？多くの方方
からの参加をお待ちしていますからの参加をお待ちしています。。

受講は先着順となります受講は先着順となります。。

事業内容講師時間期間定員受講料講座名

日本人講師より日本語中心
に単語や文法など基礎英語
を学びます。（中学３年の教
科書を使用・申込時注文可）

西河秀行さん
１５：１０～
１６：４０

５月～１１月
（全２０回）
火曜日の午後

１５名４,０００円英語入門講座

初心者向けの講座で、海外旅
行で役立つ簡単な英会話を
学びます。

ALT
１５：１０～
１６：４０

５月～１２月
（全２０回）
金曜日の午後

１５名４,０００円
初級英会話講座
（昼）

最終的な目標を設定し、しっ
かりとした英語を学びます。ALT

１９：３０～
２１：００

５月～１２月
（全２０回）
月曜日の夜

１５名４,０００円
初級英会話講座
（夜）

新鮮な空気の中で、たくさん
の樹木や草花と触れ合いな
がら自然観察しませんか？
（座学あり）

�橋正明さん
９：００～
１２：００

５月～１１月
（全７回）

第２木曜日の午前

１０名
程度

１,５００円
「湯沢の里山魅力
探し」講座

学習の講座受講料につい学習の講座受講料についてて
＊学習の講座（英語等の学習関連）については、公民館が主催し受講料を徴収
　します。下記納入期日までに公民館事務室窓口へ受講料を添え受講手続き
　をしてください。（土日、祝祭日は納入できません。ご了承ください。）
　納入期日　４月２０日�～４月３０日�　午前９時～午後５時１５分　

＊期日までに受講手続きのない方は受講出来ません。
　また、申し込み者ご本人以外の方に代わる事は出来ません。

＊中途退講の場合、受講料は返金しません。あらかじめご了承ください。

事業内容講師時間期間受講料講座名

湯沢カルチャーセンターにて行い
ます。湯沢の伝統芸能である「雪お
ろし太鼓」です。町内の催し物等で
の発表も行います。

雪おろし太鼓
保存会

１９：００～
２０：３０

５月～３月
（全２４回）

第２・第４木曜日
無料

和太鼓継承事業
（雪おろし太鼓）

【小中学生が対象】

コカリナの基礎的な練習から始め、
簡単な曲が吹けるようになること
が目標です。町内の催し物等での
発表も行います。

社会教育
指導員

１３：３０～
１５：００

４月～３月
（全２４回）

第１・第３土曜日
無料

コカリナキッズ
講座

小中学生とその
保護者が対象

中学生以下対象の講座

受講の申し込みは４月１７受講の申し込みは４月１７日日��までまで
詳しくは次ページ詳しくは次ページにに

�� ��

英語入門講座、初級英会話講座
無料おためし体験
　初級英会話講座　
　４月１３日�
　午後７時から１時間程度

　英語入門講座　
　４月１４日�
　午後３時１０分から１時間程度

※「湯沢の里山魅力探し」講座については、
　事務局で調整する場合があります。
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趣味の講座  ( 成人の方が対象）

申込対象者　湯沢町民。湯沢町にマンション等を所有している方。湯沢町在勤の方。

申込期間　３月３０日�～４月１７日�　午前９時～午後５時１５分

申込方法　いずれの講座も湯沢町公民館へお申し込みください。

　　　　　　　〇湯沢町公民館事務室窓口でのお申し込み
　　　　　　　　　…窓口にある講座別申込用紙に氏名・住所（町内名）・年齢・電話番号をご記入ください。

　　　　　　　○電話・ＦＡＸ・E‐mail でのお申し込み
　　　　　　　　　…希望講座名、氏名・住所（町内名）・年齢・電話番号を記入または、お知らせください。

　＊申込者が５名以下で開講出来ない場合や、定員となり受講出来ない場合などはご連絡させていただきます。
　＊受講できる方には、後日、要項を送付いたしますので開講日等をご確認の上、ご参加ください。

申・問　湯沢町公民館　�７８４‐２４６０　�７８４‐３７３７　E‐mail� kouminkan@town.yuzawa.lg.jp

����

講師時間期間定員受講料講座名

大筆で筆使いの基本を学び、書
道の基礎を身につける。初心者
大歓迎です。

南雲英二さん
１０：００～
１１：３０

５月～１１月
（全２０回）
水曜日の午前

２０名

開講後
に決定

初級書道講座

自分だけの器作りをしてみませ
んか？温かく味わい深い陶芸に
チャレンジ！初心者、経験者問わ
ず募集いたします。

陶芸サークル
１９：００～
２１：３０

５月～１０月
（全２０回）
月曜日の夜

２０名陶芸講座

手間がかからず長持ちする花と
して、今人気のプリザーブドフラ
ワー。お部屋に飾って楽しみま
しょう。

須山美佐子さん
１３：３０～
１６：３０

５月～１１月
（全７回）

第３火曜日の午後

１５名
程度

プリザーブド
フラワー講座

みなさん浴衣が手作りできるの
です。この夏は手作りの浴衣で、
ハチロクゆかた祭りに出かけま
しょう。

宮下真弓さん
１９：００～
２１：３０

５月～７月
（全１２回）
火曜日の夜

１０名
程度

手作り
浴衣講座

趣味の講座受講料につい趣味の講座受講料についてて
＊受講料は講座開講後に講師と受講生が相談して決定します。（受講者数により、一人あたりの受講料が変わります。）
＊各講座内に会計係をおき、受講料を徴収します。
＊全過程終了後、公民館に収支報告をしていただきます。

������

（前年比）２月２８日現在２月届出分

（ー３８）４,１４９男４出生

（ー５９）４,１０６女１１死亡

（ー９７）８,２５５計１７転入

（＋３５）３,５６８世帯２６転出

増減平成２６平成２７

－１１件１４件３件発 生 件 数

０人０人　０人死 亡 者 数

－２３人３１人８人負 傷 者 数

（１月１日～２月２８日）
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か
わ
ら
ば
ん

ゆ
ざ
わ
情
報

に
ぎ
わ
い
を
見
せ

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
たた

越
後
湯
沢
温
泉
雪
ま
つ

　
　

越
後
湯
沢
温
泉
雪
ま
つ
りり

故
池
田
祥
一
さ
ん

故 
池
田
祥
一
さ
ん
にに

叙
勲
「
瑞
宝
双
光
章

　
　
　

叙
勲
「
瑞
宝
双
光
章
」」

　

昨
年　

月
に
亡
く
な
ら
れ
た
、故
・
池

１２

田
祥
一
さ
ん
（
一
之
町
）
に
対
し
、
叙
勲

「
瑞
宝
双
光
章
」が
贈
ら
れ
、こ
の
た
び
田

村
町
長
よ
り
勲
章
、
勲
記
が
ご
遺
族
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
、昭
和　

年
、旧
三
俣
村

２５

の
職
員
と
な
っ
て
以
来
、旧
三
俣
村
、湯

沢
町
を
通
じ
、
行
政
職
員
と
し
て
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
平
成
４
年
か
ら
は

湯
沢
町
教
育
委
員
会
教
育
長
を
、
平
成

　

年
か
ら
は
湯
沢
町
助
役
を
務
め
る
な

１０ど
、通
算
で　

年
も
の
長
き
に
渡
り
、湯

５６

沢
町
の
進
展
と
町
民
生
活
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
す
と
と

も
に
、
改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

�
成
田 
沙
耶
加
さ
ん 
（
右
）

　
　
《
特
技
・
趣
味
》

　
　
　

：
書
道
・
絵
・
野
球
・
サ
ッ
カ
ー 

�
飯
田 
果
奈
さ
ん
（
中
）

　
　
《
特
技
・
趣
味
》

　
　
　

：
料
理
・
ス
キ
ー
・
野
球

�
藤
崎 
佳
奈
さ
ん
（
左
）

　
　
《
特
技
・
趣
味
》

　
　
　

：
ピ
ア
ノ
・
テ
ニ
ス 

　

３
月
７
日
に
、
湯
沢
高
原
布
場
ゲ

レ
ン
デ
で
行
わ
れ
た
「
第　

回
越
後

６３

湯
沢
温
泉
雪
ま
つ
り
」に
は
、天
気
に

も
恵
ま
れ
、
大
変
多
く
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第　

代
ミ
ス
駒
子
に
選
ば
れ
た
皆

５３

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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南
魚
沼
地
域
広
域
計
画
協
議
会
（
南
魚
沼
市
と
湯
沢
町
で
組
織
）
で
は

南
魚
沼
地
域
広
域
計
画
協
議
会
（
南
魚
沼
市
と
湯
沢
町
で
組
織
）
で
は
、、

豊
か
な
自
然
と
生
活
環
境
を
守
り

豊
か
な
自
然
と
生
活
環
境
を
守
り
、、
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
広
域
圏

快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
広
域
圏
をを

創
り
あ
げ
る
た
め

創
り
あ
げ
る
た
め
、、
地
域
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
な
ど
の
「
活
気

地
域
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
な
ど
の
「
活
気
ああ

ふ
れ
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
取
り
組
み
に
対
し

ふ
れ
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
取
り
組
み
に
対
し
てて

「
ふ
る
さ
と
基
金
」
を
活
用
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

「
ふ
る
さ
と
基
金
」
を
活
用
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。。

― 
活
気 
あ
ふ
れ  
う
る
お
い 
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り 
ー

�
�
�
�
�
�
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　・幼児児童健全育成事業����������管内小学校での絵本の読み聞かせ事業に取り組みます。

　・魚沼ビジネス交流事業����������管内企業の取引拡大を支援する交流会を支援します。

　・広域交流ミーティングパーティー事業���未婚男女に出会いの場を提供します。

　・魅力発信・産業イノベーション事業����多産業にまたがる販促事業を支援します。

　・国際観光推進事業������������国際観光を推進する事業を支援します。

補
助
対
象
者　

　

活
動
の
本
拠
地
が
南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
に
あ
る
団
体

提
出
期
限　
　

�
月�
日 �
��

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

湯
沢
町
役
場 
総
務
部
企
画
政
策
課　
�
７
８
４
・
３
４
５
４

提
出
方
法　

　

申
請
書
の
様
式
は
、
企
画
政
策
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

南
魚
沼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�������	
����

予算枠�１００万円

対　象�団体が行う、快適でうるおいのある地域を創りあげる
　　　　ためのコミュニティ活動
　　　※飲食・物販等、一過性のイベント活動自体を目的と
　　　　した事業、行政区単位・旧村単位などで例年行って　　
　　　　いるような地域独自のイベントや祭礼は補助対象外　
　　　　となります。
　　　※補助回数が４回目の団体については補助額が３分の２、
　　　　５回目は２分の１に減額となり、６回目以降は補助
　　　　対象外となります。

補助額�事業費から事業収入・その他寄付金などを差し引いた
　　　　額を補助対象費とし、予算の範囲内で補助します。　　
　　　　補助限度額は、補助対象費の３分の２以内とし、　　　
　　　　上限は１０万円です。

平成２７年度
��������

予算枠�１２０万円

対　象�・地域で保存が必要な伝統芸能を引き継ぐための
　　　　　後継者育成事業
　　　　・伝統芸能を通じた世代間交流を推進する事業

補助額�事業費から事業収入・その他寄付金などを差し引いた
　　　　額を補助対象費とし、予算の範囲内で補助します。　　
　　　　補助限度額は、補助対象費の３分の２以内とし、　　　
　　　　上限は１５万円です。

��������

予算枠�３２０万円

対　象�・南魚沼地域内外から集客があり、地域の活性化を
　　　　　図るイベントを行う団体の活動
　　　　・地域の広域的なまちづくり活動

補助額�事業費から事業収入・その他寄付金などを差し引いた
　　　　額を補助対象費とし、予算の範囲内で補助します。　　
　　　　補助限度額は、補助対象費の３分の２以内とし、　　　
　　　　上限は５０万円です。 検 索南魚沼地域広域計画協議南魚沼地域広域計画協議会会

�
�
�
�
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国民年金第１号被保険者等の方に
「住民票住所申出書」の送付を行います。

　日本年金機構では、平成２８年１月からのマイナンバ―の導入に向けて、当
機構が管理する基礎年金番号の情報に住民票コードが収録されていない国民
年金第１号被保険者等 (以下「被保険者等」といいます。)の方に対して、ご本
人から住民票住所をお知らせいただくための文書である「住民票住所申出書」
を本年４月から送付します。この申出書は、お知らせいただいた住民票の住所
等からご本人の住民票コードを特定するために使用します。
　マイナンバーは住民票コードに基づき付番されますので、当機構では、事前
に基礎年金番号の情報へ住民票コードの収録を進めており、収録された住民
票コードを基に、基礎年金番号とマイナンバーの紐付けを行います。
　マイナンバーと基礎年金番号が紐付くことで年金に関する各種届出の省略
等が順次可能となる予定ですので、被保険者等の方のお手続きが簡素化する
ことになります。

お問い合わせ先

　�年金受給者 (待機者 ) の方
　『ねんきんダイヤル』
　　０５７０－０５－１１６５(ナビダイヤル )
　０５０から始まる電話でおかけになる場合は
　　０３－６７００－１１６５

�左記以外の方
『ねんきん定期便。ねんきんネット等専用ダイヤル』
　０５７０－０５８－５５５(ナビダイヤル )
０５０から始まる電話でおかけになる場合は
　０３－６７００－１１４４

　マイナンバーは「行政手
続における特定の個人を
識別するための番号の利
用等に関する法律」に基づ
き平成２７年１０月より国民
一人一人に通知され、国民
の利便性の向上や
行政の効率化
等のために
活用され
ます。

湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららら湯沢消防署からのののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららららららら　　　　　　お知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

　４月１日（水）から７日（火）まで、春の火災予防運動が実施され

ます。この時期は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなりますので、

火の取り扱いには十分ご注意ください。

　また、この冬も多くの油漏れ事故が発生しています。雪の重みで家

の周りの灯油や LPガスの配管に損傷がないか再度点検をお願いし

ます。ポリタンクへの給油中も

絶対にその場を離れないでくだ

さい。また、自動停止機能のある

ノズルを使用してポリタンク等

に給油すると油漏れ事故防止に

効果的です。

春の火災予防運動が実施されます

平
成　

年
春
の
火
災
予
防
運
動
用
ポ
ス
タ
ー

２７

PICK UP! 
　新潟県防災局消防課が作成した防
火ポスターに湯沢町在住の青木まゆ
みさんの標語が採用されました。

忘れるな点火と消火は
　　　　　　 ワンセット
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対象となる事故の範囲（学校管理下を除く）
　・加入手続きを行った「団体の管理下」における団体活動中の事故
　・加入手続きを行った団体が指定する集合・解散場所と、被保険者の自宅との
　　通常の経路往復中の事故

保険期間
　毎年４月１日午前０時より翌年３月３１日午後１２時まで
　�４月１日以後の場合、加入手続日の翌日午前０時から有効
　　ですが、終期は同様の３月３１日午後１２時となります。

掛金
　１人８００円から１,８５０円まで（活動内容により異なります）。
　（ただし、危険度の高いスポーツ活動は１１,０００円）

補償について
　補償額等の内容は加入区分により異なります。入院・通院について治療日数１日目から補償されます。

　

加入手続き
　（１）団体活動を行う５名以上の方々でご加入ください。加入者ごとに加入区分をご選択ください。
　（２）所定の加入依頼書（銀行の振込依頼書付）に記入の上、掛金と一緒に指定銀行の窓口にお出しください。
　（３）銀行から加入依頼書（銀行の領収印押印済）が返却されますので、大切に保管してください。保険金及び見舞
　　　  金を請求する際に必要となります。あとは銀行が必要な書類をスポーツ安全協会新潟県支部へ送ります。
　（４）加入依頼書は湯沢町公民館及び湯沢カルチャーセンター窓口にあります。

インターネットからの加入受付
　インターネット加入もできるようになりました。加入依頼書での加入とどちらか選択ができます。インターネット
　からの加入手続きは、スポーツ安全協会ホームページ【 http://www.sportsanzen.org/ 】をご覧下さい。

　問　スポーツ安全協会新潟県支部　�０２５－２８７－８０８０（新潟県体育協会内）

����������	
�����������

�������	
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(公財 )スポーツ安全協会が契約者となり、５名以上のアマチュアのスポー
ツ、文化活動、ボランティア活動、地域活動などをおこなう「社会教育関係
団体」のメンバーを被保険者として、損害保険会社との間で傷害保険（突然
死葬祭費用保険を含む）および賠償責任保険を一括契約した補償制度です。

※「家族だけで活動する団体」「プロスポーツを行う団体」「営利活動を目的
とする団体」等は「社会教育関係団体」となりませんのでご注意下さい。

 突然死葬祭費用保突然死葬祭費用保険険 
突然死（急性心不全、脳内出血な

どによる死亡）に際し、親族が負
担した葬祭費用を補償

　賠償責任保賠償責任保険険　
他人にケガをさせた、他人の物
を壊したことにより、法律上の
損害賠償責任を負うことによっ
て被った損害を補償

　傷害保傷害保険険　
急激で偶然な外来の事故により
被った傷害による死亡、後遺障害、
入院、手術、通院を補償（保険金は、
医療費の実費ではなく１日当りの
定額保険金が支払われます。）



�������	
���	� ��

27 年度 1期（4～ 6月）教室スタート！27 年度 1期（4～ 6月）教室スタート！！！

�����������������

対　中学生以上

内　音楽に合わせて動き続ける体脂肪燃焼系アクア

場　エンゼルグランディア越後中里

日　5/11 ～ 7/13（全 10 回）
　　毎週月曜　19：30 ～ 20：20

費　会員：5,000 円　非会員：8,000 円

���

対　16歳以上　

内　幅広い年齢層の方が自分の体力に合わせて参加できる　
　　健康法です。

場　カルチャーセンター

日　4/3 ～ 6/19（全 11 回）　
　　毎週金曜　13：30 ～ 15：00
　　※ 5/29 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

����������	
�����木夜

対　中学生以上　

内　水の浮力でラクラク動けます。体力に自信のない方も　
　　大丈夫！

場　健康増進センター内プール

日　4/9 ～ 6/25（全 11 回）
　　毎週木曜　19：30 ～ 20：20
　　※ 5/14 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

����������	
����火夜

対　中学生以上　

内　水の抵抗を最大限利用してしなやかな筋肉を作ります！

場　健康増進センター内プール

日　4/7 ～ 6/30（全 11 回）
　　毎週火曜　18：30 ～ 19：20
　　※ 5/5、5/26 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

����夜

対　中学生以上　

内　様々なポーズ、呼吸法により免疫力や自然治癒力を　　
　　高めます。肩こり・腰痛・不眠などにも効果的！

場　カルチャーセンター

日　4/1 ～ 7/1（全 11 回）
　　毎週水曜　19：00 ～ 20：15　　
　　※ 4/29、5/6、5/27 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

����昼昼

対　16歳以上

内　様々なポーズ、呼吸法により免疫力や自然治癒力を　　
　　高めます。肩こり・腰痛・不眠などにも効果的！

場　カルチャーセンター

日　4/8 ～ 7/8（全 11 回）
　　毎週水曜　13：30 ～ 14：45　　
　　※ 4/29、5/6、5/27 は休み　

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

�������		
��夜

対　中学生以上　

内　身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、内側から強くしなやかに
　　します。腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢も良くなります。

場　カルチャーセンター

日　4/2 ～ 6/25（全 11 回）
　　毎週木曜　20：00 ～ 21：00
　　※ 4/23、5/28 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

�������		
��昼昼

対　16歳以上　

内　身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、内側から強くしなやかに
　　します。腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢も良くなります。

場　カルチャーセンター

日　4/2 ～ 6/25（全 11 回）
　　毎週木曜　13：30 ～ 14：30　
　　※ 4/23、5/28 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

月夜

日：日時・期間　　場：会場　　内：内容　　対：対象・定員　　費：参加費・入場料　　持：持ち物　　申：申し込み　　問：問い合わせ
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申・問　NPO法人 ユースポ！　湯沢カルチャーセンター内

27 年度会員募集中27 年度会員募集中！！ユ ー ス ポ ！
��������

対　16歳以上　

内　音楽に合わせて楽しく身体を動かしながら　　　　　　
　　シェイプアップ�

場　カルチャーセンター

日　4/9 ～ 7/2（全 11 回）
　　毎週木曜　10：00 ～ 11：00
　　※ 5/14、5/28 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

�������

対　中学生以上　

内　自身の体重を利用し、様々な運動を連続して行う
　　アメリカ仕込みのエクササイズです

場　カルチャーセンター

日　4/3 ～ 6/19（全 11 回）　
　　毎週金曜　19：00 ～ 20：00　
　　※ 5/1 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

�������	�

対　高校生以上　

内　リズムにのってパンチやミット打ちをする、
　　新しいスタイルのボクシングです

場　カルチャーセンター

日　4/10 ～ 6/26（全 11 回）　
　　毎週金曜　20：00 ～ 21：00　
　　※ 5/1 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

　� 785 ー 2123　� 785 ー 6911

　�受付時間　9：00 ～ 21：00

２０１５年度ユースポ！会員　募集中です！

３月中の入会でプレゼント！
・無料体験チケット３枚　（通常２枚）
・さらに、中学生以下の入会者には、
　湯沢高原・アルプの里ゴーカート
　またはボブスレー利用券２枚（通常１枚）

目指せ、１か月１５万歩！

　歩数計をつけ、毎日記録用紙に記録。各月ごとに歩数の
合計をカウントし、各月１５万歩達成で共同浴場無料招待
券を進呈します。エントリー時にお渡しした記録票をご
持参ください。なお、月途中での招待券進呈は行っており
ません。翌月に記録票をご持参ください。

　　（例） ３月２０日に１５万歩を達成した
　　　　　　 →４月１日より無料招待券進呈

エントリー費　エントリーした日から１年間５００円

特典　カルチャートレーニング会員３か月券を
　　　１,２００円から１,０００円へ割引

申込（エントリー）方法

　ユースポ！窓口、保健センター、
または湯沢町公民館へ料金を添え
てお申し込みください。

�希望者には歩数計を貸出します。　
　（先着順）

��������	
�����

　カルチャーセンターのトレーニングルームを
利用したいけど使い方がわからない？！
たまに利用するけどホントにこのやり方で良い
の？そんなあなたのための初心者向けの講習会
です。ひとりで利用できるようにマシンの使い
方や効果的な筋トレのやり方を伝授します。

  対　16歳以上　※初心者向けの講習会です 

  内　トレーニングマシン使用方法を伝授します

  場　カルチャーセンタートレーニングルーム

  日　4/15（水）　10：00 ～ 11：30

  費　会員：無料　非会員：500 円
　　（トレーニングルーム使用料別途）

  持　運動のできる服装、タオル、飲み物、内履き、

　　  会員証（ユースポ！会員のみ）

事前申込不要　当日ユースポ！
　　　　　　　窓口までお越し
　　　　　　　ください

�������	�

������
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�������	
����　　　　　問　保健センター（総合福祉センター内）　�７８４－３１４９
会場・時間日程・内容（＊は軽作業を行います）電話番号実 施 主 体事業名

やすらぎ荘
１０:００～１５:００

２８＊２１＊１４＊７＊７８４ ー４１１１湯沢町社会福祉協議会ふれあいサロン
（毎週火曜日）

３０
調理実習

２３＊１６＊９＊７７０ ー １３３１地域生活支援センター
みなみうおぬま

コスモス
（毎週木曜日）

※初めて参加される方は保健センターまでご連絡ください。
※福祉センター（９:５５出発）からやすらぎ荘までは送迎バスが運行されています。
※参加費５０円と主食（ご飯、おにぎりなど）が必要です。

������������������������������������������������������������������������������������������������������ ����

�������　

４月１０日�　午後１時３０分～
　湯沢町公民館　会議室１　
　相談委員　上村  憲夫

問　総務課庶務班 �７８４－３４５１

�������　�������

〇予防接種の予約電話番号
　０２５－７８０－６３１３　
〇予約受付時間
　月～金曜日の午後２時～４時

問　保健センター �７８４－３１４９

��������	�

湯沢町の災害、防災、気象、
防犯に関する緊急情報を
発信します。

問　総務課防災管財班
　   �７８４－３４５１

平成 26年 10 月から水痘（水ぼうそう）の予防接種の費用助成
　が開始されています。対象は１歳～ 4歳児です。

問　町民課町民生活班　 �７８４－３４５３　ごみ収集　

三 国 ･ 三 俣神 立 ・ 土 樽湯 沢 西
（ マ ン シ ョ ン ）湯 沢 東出 し 方区 分

�・�・��・�・� (29日は休み）指定袋に入れる。も え る ご み

３日１日７日２日指定袋に入れる。ペ ッ ト ボ ト ル

８日・２４日８日・２４日９日・２８日９日・２８日指定袋に入れる。その他のプラスチック容器包装類
（白トレイ・発泡スチロール）

２２日１７日２３日２１日
紐を十字にかける。

ダ ン ボ ー ル

１５日１０日１４日１６日新 聞 紙 ・ 雑 誌

１日３日２日７日
指定袋に入れる。
袋を二重にしないこと。

缶

１０日１５日１６日１４日び ん

１７日２２日２１日２３日そ の 他 不 燃 ご み

３０日３０日３０日３０日指定袋に入れる。有 害 ご み

※ごみの減量化・資源化にご協力ください。

問　保健センター（総合福祉センター内）　�７８４－３１４９　�������	
�
会 場時 間対 象種 目日

新年度に入り、５月から本格的に健康診断がスタートし、各種健康増進のための事業も始まり
ます。４月下旬には各種健診実施通知書が各家庭に届きますので、ご確認ください。

行事なし
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 受　付 　 午前：８時３０分～１１時３０分　※眼科は全ての曜日で１０時まで。
　　　  　 午後：１時３０分～１４時３０分　※月・木曜日の眼科は３時までとなりますが、予約の患者様のみとなりますのでご了承願います。
　　　  　 午後：１時３０分～１４時３０分　※予約のある方は、上記の受付時間と異なっても予約票に記載された時間内にお越しください。

 診　察 　 午前：９時～　
 午後：２時～　※火曜日の整形外科は３時から。（整形外科の午後の診療は、手術等で休診になることがあります。）

 その他 　 「予約あり」の診察では予約がある方が優先となります。
 都合により担当医が一部変更となる場合があります。 
　　　　　　往診、訪問診療、健康診断も適宜行っています。

　問　湯沢町保健医療センター
　   　�  １８６-０２５-７８０-６５４３ 　�  ７８０-６５４４ （歯科）

 診療日・休診・代診のご案内 　
�整形外科・・ ２日（木）午後休診となります。
�外科・・・・ １日（水）休診となります。谷山医師から菊川利奈医師に変更となります。
�内科・・・・ ２日（木）竹内医師の診察は休診となります。３日（金）鈴木医師の診察は休診となります。
　　　　　　　 ６日（月）～８日（水）井上医師の診察は休診となります。８日（水）西谷医師の診察は休診となります。
　　　　　　　 ２１日（火）土屋医師の診察は休診です。 ※中山医師の診察は３月で終了となり４月より竹内章晃医師が着任します。
�眼科・・・・ ４月より眼科の診察日《月曜日・木曜日》になります。火曜日診察医師《加藤医師》⇒月曜日診察医師《寺内由梨香医師》　
　　　　　　　に変更になります。月・木曜日の午後診察は再診予約診療のみとなります。土曜日の眼科診察は１１日になります。
�小児科・・・ 中島医師の診察は３日（金）です。午後診察は再診予約診療のみとなります。
�歯科・・・・ 土曜日４日・１１日休診となります。
�口腔外科・・ 担当医師の診察は、８日（水）・２２日（水）となります。

　※眼科のコンタクト外来は１６日（木）・３０日（木）です。【完全予約制 �０２５－７８０－６５４３】
　※歯科・口腔外科診察は完全予約制です。診察をご希望の方はお電話【�０２５ー７８０－６５４４】でお問い合わせください。    

���������������	
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土曜日金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日
午前午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

川 口川 口� 田
２日休診

� 田休
診
（
救
急
の
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
が
対
応
し
ま
す
。）

宮 崎
（３:００～４:３０）宮 崎整形外科

菊 川
１日休診外 科

浅 井土 屋竹 内
２日担当医師

浅 井鈴 木高 橋浅 井井 上
６日休診

井 上
６日休診

内 科 ①
予約あり

西 谷土 屋井 上
８日休診

井 上
７日休診

鈴 木鈴 木西 谷内 科 ③
予約あり

担当医師土 屋
２１日休診

内 科 ⑤
予約なし

担当医師
土 屋

西 谷
鈴 木

３日担当医師
鈴 木井 上西 谷

８日竹内医師
竹 内

井 上

竹 内
竹 内浅 井内 科 ⑥

予約なし

１１日 担当医師
（１０:００まで）

� �
再診予約
診察のみ

� �
（１０:００まで）

寺 内
再診予約
診察のみ

寺 内
（１０:００まで）眼 科

３日 中島
再診予約
診察のみ

３日 中島有 本有 本小児科

井 上
上 平
西 谷

上平医師は検査のみ

西 谷浅 井西 谷高 橋西 谷鈴 木検 査
（内視鏡等）

笠 原
４日・１１日 休診

笠 原笠 原笠 原笠 原笠 原
担当医師
８日・２２日のみ

笠 原
担当医師
８日・２２日のみ

笠 原笠 原笠 原笠 原歯科
口腔外科

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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◎
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
は
休
診
で
す
（
救
急
の
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
が
対
応
し
ま
す
）。

※
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相 談 員相談日

佐藤　佳子青山　　薫４月 1１日（水）

腰越　秀子高橋　昌也４月１５日（水）

【会場】総合福祉センター　※時間は午後１時～４時です。
時間中はお電話（℡７８４－４１１３）での相談もできます。

��������

時間開催日会場

１０:００～１１:３０２４日�１０日�神立中央集会場（田中）

１０:００～１１:３０２８日�１４日�神立中央会館（栄町）

１０:００～１１:３０
２１日�１４日�

農山村開発総合センター
２８日�

１０:００～１１:３０２２日�８日�下 湯 沢 公 民 館

１０:００～１１:３０
１７日�１０日�

総 合 福 祉 セ ン タ ー
２４日�

【問い合わせ】　地域包括支援センター　℡７８４－３０００

����

時間開催日会場

１０:００～１１:００１６日�   ３０日�総合福祉センター

【問い合わせ】　NPO法人ユースポ！　℡７８５－２１２３
�������	
���������

　【持ち物】タオル、飲み物　 　　【参加費】１回  ２００円

もしくは もしくは
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※
３
月　

日
ま
で
の
届
出
分
。

１２

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

広
報
ゆ
ざ
わ
の
音
声
訳
C
D
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

ご
希
望
の
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。　

℡
７
８
４
・
４
１
１
１

※土曜日の外科は午後 12時～翌朝 6時まで。
※必ず受診前に電話で症状を伝え、対応可能かどうか確認してください。

※
救
急
診
療
当
番
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に   

 
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※問い合わせ 日曜・祝日 休日救急診療所 ℡ 773 － 6688

 その他の日 南魚沼市消防本部 ℡ 782 － 1991
   （テレホンガイド）

※脳神経外科の休日救急医療 斎藤記念病院 ℡ 773 － 5111������������������������������������������ ��������������������� ��������������������� ��������������������� ��������������������� ��������������������� 																					�������	 ����������������������
外　　科内　　科受　付　時　間日

六 日 町 病 院�７８０－６５４３湯沢町保健医療センター１３：３０   ～  １６：００
４�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所９：００   ～  １６：００
５�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７８－００８８萌気園二日町診療所１３：３０   ～  １６：００
１１�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所９：００   ～  １６：００
１２�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

六 日 町 病 院�７８８－０７６０ゆ き あ か り 診 療 所１３：３０   ～  １６：００
１８�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所９：００   ～  １６：００
１９�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７８２－０１３０中 之 島 診 療 所１３：３０   ～  １６：００
２５�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所９：００   ～  １６：００
２６�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所９：００   ～  １６：００
２９�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００
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